
試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

【No.3トレンチ 火山灰分析データ】

第1049回審査会合 資料１
P.667 再掲

5.5-1-68



凸状地形

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

凸状地形

22
21

20

調査位置図

A’
A

0 20m

A A’

A-A’投影断面

ボーリング①
No.3トレンチ

■「凸状地形」の頂部付近から斜めボーリング等を実施した結果について，以下に示す。

断層（地表に投影）

「凸状地形」に関する検討 － 「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1 位置図・断面図－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-3 再掲

5.5-1-69



深度（m）
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20

ボーリング①C-9.0-1
コア写真[0～20m]

深度（m）

コア写真範囲

「凸状地形」に関する検討 － 「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1[深度0-20m] －
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-4 再掲
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ボーリング①C-9.0-1
コア写真[20～40m]

深度（m）
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34

35

36

37

38

39

40

20 21

深度（m）

コア写真範囲

「凸状地形」に関する検討 － 「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1[深度20-40m] －
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-5 再掲
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40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

深度（m）

ボーリング①C-9.0-1
コア写真[40～50m]

深度（m）

・ボーリングコアには，破砕部は認められない。

「凸状地形」に関する検討 － 「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1[深度40-50m] －
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-6 再掲
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凸状地形

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

凸状地形

22
21

20

調査位置図

A’
A

0 20m

A A’

A-A’投影断面

ボーリング①
No.3トレンチ

断層（地表に投影）

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ②C-9.0-1' 位置図・断面図－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-7 再掲
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ボーリング②C-9.0-1' 
コア写真[0～15m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ②C-9.0-1' [深度0-15m] －
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-8 再掲

5.5-1-74



※18.7～19.7m間はS-2・S-6の想定延長位置
にあたり，割れ目の詳細観察のため，コア
の切断位置を変更した。

※

・ボーリングコアには，破砕部は認められない。

ボーリング②C-9.0-1' 
コア写真[15～30m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ②C-9.0-1' [深度15-30m]－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-9 再掲
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凸状地形

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

凸状地形

22
21

20

調査位置図

A’
A

0 20m

A A’

A-A’投影断面

ボーリング①
No.3トレンチ

断層（地表に投影）

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ③C-9.1-2 位置図・断面図－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-10 再掲
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ボーリング③C-9.1-2
コア写真[0～15m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ③C-9.1-2[深度0～15m]－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-11 再掲
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・ボーリングコアには，破砕部は認められない。

ボーリング③C-9.1-2
コア写真[15～30m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ③C-9.1-2[深度15～30m]－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-12 再掲

5.5-1-78



No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

C-7.9

コア写真（深度0～5m）

深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

埋土と凝灰角礫岩の境界
（EL17.52m)

Ｃ-7.9 Ｃ-8.2 Ｃ-8.5

深度（m）

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.2

コア写真（深度0～5m） 埋土と凝灰角礫岩の境界
(EL18.37m)

深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.5

コア写真（深度0～5m） 埋土と凝灰角礫岩の境界
(EL19.44m)

深度（m）

位置図

埋土

埋土

埋土

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

埋土

凝灰角礫岩

埋土

凝灰角礫岩

埋土

ボーリング孔

■「凸状地形」周辺で群列ボーリングを実施した結果について，以下に示す。

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係①－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-13 再掲
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深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（均質）の境界
（EL19.84m)

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.8

コア写真（深度0～5m） 埋土と凝灰角礫岩の境界
(EL19.45m)

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-8.8

Ｃ-9.0-1
Ｃ-9.0-1'

C-9.0-1

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

深度(m) 深度(m)C-9.0-1'

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
（EL19.56m)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

埋土

埋土

凝灰角礫岩

埋土

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

埋土

安山岩（均質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（均質）

ボーリング孔

位置図

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係②－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-14 再掲
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-9.1-1’ Ｃ-9.4-1

Ｃ-8.9-2

C-9.1-1’

コア写真（深度0～5m）

深度（m）深度（m）

埋土と安山岩（均質）の境界
（EL19.60m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

深度（m）深度（m）
C-9.4-1

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL20.30m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.9-2

コア写真（深度0～5m）

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

埋土と安山岩（角礫質）の境界
（EL19.26m)

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

安山岩（角礫質）

ボーリング孔

位置図

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係③－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-15 再掲
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-9.1-2 Ｃ-9.2-2

Ｃ-9.0-2

深度（m）深度（m）
C-9.0-2

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.27m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

深度(m) 深度(m)C-9.1-2

コア写真（深度0～5m）
埋土と安山岩（均質）の境界
（EL19.36m)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

深度（m）深度（m）
C-9.2-2

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（均質）の境界
(EL19.32m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

埋土

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

安山岩（均質）

安山岩（均質）

埋土

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

ボーリング孔

位置図

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係④－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-16 再掲
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-9.6

Ｃ-9.8-1

Ｃ-9.4-2

深度（m）深度（m）
C-9.4-2

コア写真（深度0～5m） 礫混じり砂質シルトと安山岩（角礫質）の境界
(EL19.42m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

深度（m）深度（m）

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL20.12m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-9.6

深度（m）深度（m）
C-9.8-1

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL21.83m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

安山岩（角礫質）

埋土

礫混じり砂質シルト

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

埋土

安山岩（均質）

粘性土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

ボーリング孔

位置図

安山岩（角礫質）

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑤－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-17 再掲

5.5-1-83



No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-8.1 Ｃ-8.5-2 Ｃ-9'

深度（m）深度（m） C-8.5-2

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.31m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.1

コア写真（深度0～5m）

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

粘性土と凝灰角礫岩の境界
（EL18.84m)

C-9'
深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m）
埋土と安山岩（均質）の境界
(EL20.67m)

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

粘性土

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

埋土

安山岩（均質）

安山岩（均質）

埋土

埋土

凝灰角礫岩

粘性土

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

ボーリング孔

位置図

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑥－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-18 再掲

5.5-1-84



No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-8.8-2

Ｃ-9.2

Ｃ-9

深度（m）深度（m） C-8.8-2

コア写真（深度0～5m）
埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.23m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-9.2 深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m）
埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL17.98m)

C-9 深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m） 礫・砂混じり粘土と安山岩（角礫質）の境界
（EL20.94m)

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

安山岩（角礫質）

礫・砂混じり粘土
表土

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

表土

粘性土

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

ボーリング孔

位置図

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑦－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-19 再掲

5.5-1-85



No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

ボーリング孔

Ｃ-9.1

Ｃ-9.1-1

C-9.1-1

C-9.1 深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（均質）の境界
（EL17.85m)

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m） 礫混じり粘性土と安山岩（角礫質）の境界
（EL19.39m)

安山岩（均質）

埋土

礫混じり粘性土

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

粘性土

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

埋土

位置図

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑧－
第1049回審査会合 机上配布資料１

P.5.3-3-20 再掲

5.5-1-86



No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

ボーリング孔

Ｃ-9.11E

位置図

Ｃ-9.1-10E
D-9.1-2

C-9.11E
深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m） 礫混じりシルトと凝灰角礫岩の境界
（EL19.49m)

埋土

礫混じりシルト

安山岩（角礫質）
凝灰角礫岩

礫混じりシルト

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

凝灰角礫岩

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

深度（m）
C-9.1-10E

深度（m）

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

埋土

礫混じりシルト

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

礫混じりシルト

安山岩（角礫質）

コア写真（深度0～5m）
礫混じりシルトと安山岩（角礫質）の境界
(EL19.88m)

D-9.1-2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

深度（m） 深度（m）

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

埋土

シルト質砂礫

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

シルト質砂礫

埋土

コア写真（深度0～5m）
シルト質砂礫と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.16m)

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑨－
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

ボーリング孔

位置図

D-9.1-1
D-9.1E

D-9.1-1
深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m）

D-9.1E
深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m）

埋土

礫混じり砂質粘土 砂混じり粘土

安山岩（均質）

埋土

礫混じり砂質シルト

砂混じり礫

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

砂混じり礫と安山岩（均質）の境界
（EL17.68m)

砂混じり粘土と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.14m)

埋土

礫混じり砂質粘土

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

砂混じり粘土

埋土

礫混じり砂質粘土

安山岩（均質）

砂混じり粘土

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑩－
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（4） S-2・S-6南方延長の連続性調査
（今後の課題④(2)(3)(4)）
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S-2・S-6南方延長の連続性調査（今後の課題④（2）（3）） －ボーリング調査－

○有識者会合は，S-2・S-6南方延長における断層露頭の有無とその状況を確認することを「今後の課題④（2）」，S-2・S-6南方延長（エリア１－
１）における中位段丘Ⅰ面堆積物との関係を調査することを「今後の課題④（3）」として示している。

○これを踏まえ，ボーリング調査を実施した結果，S-2・S-6は，N-5.1孔以南に認められないことから，南方延長の中位段丘Ⅰ面及び露岩域まで
連続しない。

中位段丘Ⅰ面

MⅠ

3 3’

位置図（エリア１－１）

断層（地表に投影)

断面線
0 100m

山地斜面

地形断面図（H:V=1:5）

2 2’

中位段丘Ⅰ面

高位段丘Ⅰa面

3’

3

2

2’

旧地形

S-2・S-6延長位置（地表）

ボーリング孔

MⅠ

N-5.1

O-5.1

O-5.0

O-4.8

鉛直ボーリング

斜めボーリング

S-2・S-6延長
位置（地表）

中位段丘Ⅰ面

エリア１－１

・ボーリング調査の結果によれば，S-2・S-6はN-5.1孔以南のボーリング孔では認められない。

1 1’

1’

1

MⅠ
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【N-5.1孔の評価】
・右の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度15～50mとなる。
・想定延長範囲において，S-2・S-6は認められない。

（想定延長範囲のコア写真は，次頁）

N-5.1孔断面図
（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向-15°
傾斜-5°

走向+15°
傾斜+5°

←W E→

【S-2・S-6南端の評価】
・基礎掘削面から南方に追跡した結果，L-6’孔，事務本館前トレンチ，M-5孔付近までS-2・S-6を確認。
・ L-6’孔と事務本館前トレンチで確認したS-2・S-6の位置，走向・傾斜を考慮して，南方への想定延長範囲を設定。
・N-5.1孔の想定延長範囲内に，S-2・S-6が認められないため，S-2・S-6はこれ以上連続しない。

アンジュレーション

アンジュレーション

N-5.1

調査位置図

S-2・S-6（EL-4.7m)

【ボーリング調査結果 N-5.1孔①】

M-5

L-6’
K-6

K-5

K-6.3

K-6.2-2

EL20.19m   

N-5.1

赤：S-2・S-6が認められる箇所
橙：S-2・S-6端部においてS-2・S-6が認められない箇所
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コア写真（深度15～50m）

N-5.1孔（孔口標高20.19m，掘進長50m，傾斜45°）

N-5.1孔において， S-2・S-6の想定延長範囲（深度15～50m）にS-2・S-6は認められない。

【ボーリング調査結果 N-5.1孔②】

S-2・S-6
想定延長位置
（34.9ｍ付近）

深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m）

第1049回審査会合 机上配布資料１
P.5.3-3-26 再掲

5.5-1-92



【O-4.8孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度21.3m～

孔底以深となる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

断面図（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向W方向15°
傾斜-5°

走向E方向15°
傾斜+5°

←W E→

コア写真（深度21～45m）

深度（m）深度（m）

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

41

42

43

44

45

40

41

42

43

44

O-4.8孔（孔口標高16.89m，掘進長45m，鉛直）

【ボーリング調査結果 O-4.8孔】

ボーリング孔O-4.8，O-5.0，O-5.1

O-5.1O-5.0

O-4.8

アンジュレーション

アンジュレーション

O-4.8

調査位置図

S-2・S-6（EL-4.7m)

ボーリング箇所

【S-2・S-6南西延長の評価】
・S-2・S-6は，さらに延長部でも，O-4.8孔，O-5.0孔及びO-5.1孔の３孔

で連続しないことを確認している。

右写真
範囲
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【O-5.0孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度3.9m～

孔底以深となる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

断面図（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向W方向15°
傾斜-5°

走向E方向15°
傾斜+5°

←W E→

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

21

22

23

24

25

26

27

20

21

22

23

24

25

26

深度（m）深度（m）

コア写真（深度3～27m）

O-5.0孔（孔口標高21.08m，掘進長71m，鉛直）

【ボーリング調査結果 O-5.0孔①】

ボーリング孔O-4.8，O-5.0，O-5.1

O-5.1O-5.0

O-4.8

アンジュレーション

アンジュレーション

O-5.0

調査位置図

S-2・S-6（EL-4.7m)

ボーリング箇所右写真
範囲
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【O-5.0孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度3.9m～

孔底以深となる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

コア写真（深度27～71m）

コア写真（3～71m）

52

53

54

55

56

57

58

59

60

51

52

53

54

55

56

57

58

59

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

深度（m）深度（m）

O-5.0孔（孔口標高21.08m，掘進長71m，鉛直）

断面図（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向W方向15°
傾斜-5°

走向E方向15°
傾斜+5°

←W E→

ボーリング孔O-4.8，O-5.0，O-5.1

O-5.1O-5.0

O-4.8

アンジュレーション

アンジュレーション

28
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36

37

38

39

40

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

深度（m）
深度（m）

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

S-2・S-6
←想定延長位置

（49.8ｍ付近）

右写真
範囲

【ボーリング調査結果 O-5.0孔②】
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【O-5.1孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，孔口以浅～

深度47.0mとなる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

28

深度（m）深度（m）

深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～47m）

O-5.1孔（孔口標高21.14m，掘進長60m，傾斜45°）
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S-2・S-6
想定延長位置
（22.5ｍ付近）

調査位置図

O-5.1

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

←W E→

O-5.1O-5.0

O-4.8

断面図（掘進方向）

ボーリング孔O-4.8，O-5.0，O-5.1

アンジュレーション

走向E方向15°
傾斜+5°

アンジュレーション

S-2・S-6（EL-4.7m)

ボーリング箇所

【ボーリング調査結果 O-5.1孔】

右写真
範囲

走向W方向15°
傾斜-5°
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Ａ
B1U

D2

←W E→

1：6

1 5 10

Ａ B1U

D2

←N S→

12 16 20

B1L

北陸電力ブーマー (No.9.25U)

北陸電力ブーマー (No.108.25U)

S-2・S-6の延長位置＊

S-2・S-6の延長位置＊

石川県（1997）：1：33,000漁場環境図
「富来・志賀・羽咋海域」，石川県

位 置 図（石川県（1997）に一部加筆）

右図記録範囲

S-2・S-6(EL-4.7m)

石川県（1997）の底質凡例

岩石

中砂

細砂

1 5 8

Ａ

C1
B3

B2

B1L

B1U

D2

北陸電力ブーマー (No.9.5U)北陸電力スパーカー (No.9.5・Ｓ)

5

3

S-2・S-6の延長位置＊

←W E→
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3

＊ S-2・S-6の延長位置は，S-2・S-6の平均走向・平均傾斜角に基づき，海底面での位置を図示している。

S-2・S-6南方延長の連続性調査（今後の課題④（4）） －海上音波探査－

○有識者会合は，S-2・S-6南方延長海域における音波探査記録結果の再検討を「今後の課題④(4)」として示している。
○これを踏まえ，音波探査記録を再解析した結果，S-2・S-6の南方延長海域の3測線（下図）において断層は認められない。
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(5) S-2・S-6及びその周辺の岩盤中のせん断面における鉱物脈法による評価
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（有識者会合の評価）

① S-1の活動性評価
・S-1の北西部については，旧A・Bトレンチ既往スケッチ及び

岩盤調査坑で確認された運動方向の情報から，後期更新
世以降に，北東側隆起の逆断層活動により変位したと解
釈するのが合理的と判断する。

・一方，駐車場南東方トレンチを含めて，それより南東部に
ついては後期更新世以降の活動はないと判断する。

② S-2・S-6の活動性評価
・S-2・S-6は，後期更新世以降に，左横ずれ成分を持つ西

側隆起の逆断層として活動した可能性がある。この際，S-
2・S-6の地下延長部の断層が活動し，地表付近の新第三
系及び上部更新統に変形を及ぼしたものと判断する。

③ S-2・S-6 地下延長部の断層の活動がS-1 に及ぼす影響
・S-2・S-6の地下延長部の断層が活動し，海側（西側）隆起

の変形を及ぼした場合に，S-2・S-6下盤側直近（S-1の北
西部）でS-1 の動きを促進する局所的な応力変化が生じる。
（有識者会合による数値計算については次頁）

断面線

投影断面図（H:V=1:5）

Ａ Ａ’

No.3トレンチ

K-6.2-2

F-8.5’

H-5.7'

F-6.75

この図は，1961年の空中写真（北陸電力撮影，縮尺15,000分の1）及び1985年の空中写
真（北陸電力撮影，縮尺8,000分の1）をもとに作成した地形図（等高線は1m間隔）に，空
中写真判読及び既存ボーリングの地質データ等に基づいた段丘面分布を示したもの。

断層（地表に投影）

No.1～No.3トレンチ

A'

エリア１－２

エリア２
エリア３

エリア４
エリア５

エリア１－１

断層位置図（基図は旧地形の段丘面分布図）

No.1No.2No.3 F-8.5’

-40

S-2・S-6及びその周辺の岩盤中のせん断面における鉱物脈法による評価

事務本館前トレンチ

S-2・S-6及びその周辺の岩盤中のせん断面における鉱物脈法による評価

②に対する検討
・S-2・S-6の地下延長部の断層が活動し，海側（西側）隆起の変形を及ぼした場合，有識者会合による数値計算

結果（次頁）から推定される変形の範囲内に分布するせん断面（S-2・S-6，S-7，S-8）において，薄片観察（微視
的観察）により微小な変位が認められるものと考えられるが，S-2・S-6の２箇所（K-6.2-2孔，F-8.5’孔）及びその
上盤側のS-7，S-8（H-5.7’孔，H-5.4-1E孔，F-6.75孔）における鉱物脈法による評価の結果，最新面を横断する
粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

①に対する検討
・S-1北西部の2箇所（H-6.6-1孔，H-6.7孔）における鉱物脈法による評価の結果，最新面を横断する粘土鉱物

（I/S混合層）に変位・変形は認められない。よって，S-1北西部について，後期更新世以降に北東側隆起の逆断
層活動による変位は認められない。

 以上より，S-2・S-6の地下延長部の断層が活動した場合，S-2・S-6及びその上盤側のS-7，S-8に微小な変位
が認められ，下盤側直近のS-1北西部にも変位が認められるものと考えられるが，鉱物脈法による評価の結果，
そのような変位は認められない。

S-2・S-6の地下延長部
の断層が後期更新世以
降に活動し，地表付近
に変位・変形を及ぼした
ことはない。

有識者会合による数値計算結果（次頁）
から推定される変形の範囲

旧A・Bトレンチ

岩盤調査坑

（有識者会合の評価に対する検討）

○ 有識者会合の評価（左記）を踏まえると，有識者会合は，③の数値計算による検討の結果，S-2・S-6地下延長部
の断層の活動（②）により，S-1南東部は変位せず，S-1北西部のみ変位が生じる（①）と評価していると考えられる。

○ したがって，左記②及び①に対して，下記の検討を行った。

H-6.6-1
H-6.7

K-6.2-2

H-5.7'

F-6.75

H-6.6-1
-40

H-6.7

S
-
1
北

西
部

鉱物脈法に関する調査箇所

有識者会合による
数値計算結果（次頁）

から推定される
変形の範囲

第1049回審査会合 資料１
P.678 一部修正

H-5.4-1E

H-5.4-1E

5.5-1-99

紫字：第1073回審査会合以降の
変更箇所



【（参考）S-2・S-6地下延長部の断層の活動がS-1 に及ぼす影響】
（有識者会合による数値計算）

・有識者会合による数値計算の結果，S-2・S-6地下延長
部の断層が活動し，海側（ 西側） 隆起の変形を及ぼし
た場合に，S-2・S-6下盤側直近（S-1の北西部）でS-1の
動きを促進する局所的な応力変化が生じる。

第6回評価会合（H27.5.13）資料
「志賀・現調７－１」を引用

・有識者会合による数値計算の結果，S-2・S-6の破壊停止
深度が100mの場合，S-2・S-6の位置から100mの範囲に変
曲点が認められる。

第6回評価会合（H27.5.13）資料
「志賀・現調７－１」に一部加筆

第1049回審査会合 資料１
P.679 再掲

5.5-1-100



補足資料５．５－２

鉱物脈法に関する調査結果（S-2・S-6）

5.5-2-1



（1） 薄片観察

5.5-2-2



5.5-2-3

（1）-1 F-8.5’孔



EPMA分析（マッピング）範囲写真

上

SiO2
Al2O3

Na2O

○EPMA分析（マッピング）を実施した結果，EPMA分析（定量）で認められたI/S混合層が最新ゾーンやその周辺に分布していること
を確認した。

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）

上
盤

下
盤

下

Ⅱ

（直交ニコル）

K2O

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面
Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

0.1mm

CaO Na2O K2OMgO

SiO2 Al2O3 FeO

：EPMA分析（定量）実施箇所

第1049回審査会合 資料1
P.255 再掲

5.5-2-4

S-2・S-6 F-8.5’孔 －変質鉱物の分布（EPMA分析（マッピング））－



S-2・S-6 F-8.5’孔 －ステージ回転写真（範囲Ａ）－

5.5-2-5

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

0.1mm

最新ゾーン最新面最新ゾーン最新面

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-4-7 一部修正

○範囲Aにおいて，ステージを回転させて詳細に観察した結果，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入の痕跡は認められない。



5.5-2-6

（直交ニコル）

最新面最新面

上

下

上
盤

Ⅱ ⅤⅣⅠ

Ⅲ（最新ゾーン）最新面

下
盤

Ⅱ Ⅳ
Ⅲ（最新ゾーン）

Ⅱ Ⅳ
Ⅲ（最新ゾーン）

上
盤

下
盤

薄片①写真（F-8.5’_140R_2）

薄片①写真（F-8.5’_140R_2）（拡大）

範囲Ａ

拡大範囲

5mm

1mm

（直交ニコル）（単ニコル）

範囲Ａ写真

（単ニコル）

（直交ニコル）

最新面

上
盤

下
盤

上

上
盤

下
盤

下

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面

0.1mm
薄片作成時等に生じた空隙
は，明確に認定できる最新面
が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影
響を与えていない

○薄片作成時等に生じた空隙（単ニコルの白色部）は，明確に認定できる最新面が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与
えていないことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

薄片作成時等に
生じた空隙

第1049回審査会合 資料1
P.260 再掲

S-2・S-6 F-8.5’孔 －乱れに関する検討（範囲A）－



○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，薄片上部において分帯Ⅱ中に最新面と平行な割れ目が発達するが，凹凸し直線性に乏しく，
薄片中央部で最新面に収斂している。

○また，この割れ目を充填する褐色の粘土鉱物が，最新ゾーンから連続的に分布する粘土鉱物（I/S混合層）を切っているように観察されるが，割
れ目を挟んで両側に分布する粘土鉱物（I/S混合層）に変位は認められず，さらに褐色の粘土鉱物内には変形構造は認められない。

○EPMA分析（マッピング）結果によると，褐色の粘土鉱物は最新ゾーン内の粘土鉱物（I/S混合層）よりもFeOの含有量が相対的に高い。

○以上のことを踏まえると，最新面と平行に発達する割れ目はせん断面ではなく，褐色の粘土鉱物が最新ゾーンから連続的に分布する粘土鉱物
（I/S混合層）を切っているように見えるのは，二次的な鉄の沈着の影響によるものと判断した。

（直交ニコル）
最新面最新面最新面と平行な

割れ目
最新面と平行な

割れ目

範囲Ａ写真

上

下

上
盤

Ⅱ ⅤⅣⅠ

Ⅲ（最新ゾーン）最新面

下
盤

（直交ニコル）

上
盤

下
盤

下

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

最新面

0.1mm

最新面と平行な
割れ目

最新面

Ⅲ（最新ゾーン）Ⅱ

EPMAマッピング（FeO）

上

割れ目を挟んで変位
は認められない

S-2・S-6 F-8.5’孔 －最新面と平行な割れ目についての検討－

Ⅱ Ⅳ
Ⅲ（最新ゾーン）

Ⅱ Ⅳ
Ⅲ（最新ゾーン）

上
盤

下
盤薄片①写真（F-8.5’_140R_2）

薄片①写真（F-8.5’_140R_2）（拡大）

範囲Ａ

拡大範囲

5mm

1mm

（直交ニコル）（単ニコル）

第1049回審査会合 資料1
P.261 再掲
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5.5-2-8

（1）-2 K-6.2-2孔



下
盤

上
盤

下

1mm

上
Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ最新面1

S-2・S-6 K-6.2-2孔 －評価結果－

凡例

（直交ニコル）

薄片①範囲Aスケッチ

２号機 １号機

調査位置図

上

下1mm

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ

下
盤

上
盤

最新面1

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

薄片作成，EPMA分析箇所
K-6.2-2孔（深度30.94m）

XRD分析箇所
E-8.5+5”孔（深度9.30m）

XRD分析箇所
E-8.4’孔（深度31.70m）

最新面2

Ⅰ

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

○以上のことを踏まえると，S-2・S-6の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-2・S-6に後期更新世以降の活動は認められない。

第1049回審査会合 資料1
P.234 一部修正

詳細観察範囲写真
5.5-2-9

【最新面の認定】
○K-6.2-2孔の深度30.90m付近で認められるS-2・S-6において，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーンの下盤側及び上盤側の境界

にそれぞれ最新面1，最新面2を認定した（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-10～12）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-13，14）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】

○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその
周辺に分布している（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-15，16）。

○薄片①の範囲Aにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1，2を横断して分布し，最新面1，2が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物
（I/S混合層）に変位・変形は認められない（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-17～22）。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面
や引きずりなど）は認められない（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-
2-17，18）。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄
片作成時等の乱れの影響は認められない（補足資料5.5-
2(1)-2 P.5.5-2-17，18）。



ボーリングコア写真（K-6.2-2孔）

主せん断面

上 下

S-2・S-6 K-6.2-2孔 －最新面の認定（巨視的観察）－

CT画像（K-6.2-2孔）

主せん断面

上 下

走向傾斜：N9°E/54°NW

右ブロック採取箇所

右ブロック採取箇所

ブロック写真

上

下

粘土状破砕部

固結した破砕部

1cm

下盤

上盤

30.90 (m)30.85 31.00（深度） 31.05

２号機 １号機

調査位置図

条線観察箇所
K-6.1孔（深度31.50m）

薄片作成箇所
K-6.2-2孔（深度30.94m）

・条線観察結果については補足資料5.3-3(2)-2

○K-6.2-2孔の深度30.90m付近で認められるS-2・S-6において，巨視的観察（ボーリングコア観察，CT画像観察）を実施し，細粒
化が進んでおり，最も直線性・連続性がよい断層面を主せん断面として抽出した。

○隣接孔（K-6.1孔）の主せん断面における条線観察の結果，100°Rの条線方向が確認されたことから，K-6.2-2孔において，
100°Rで薄片を作成した（ブロック写真）。

薄片作成箇所※

※図示した箇所で薄片①を作成し，そこから1mm程度削り
込んだ位置でEPMA用薄片を作成した

主せん断面

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.235 再掲
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S-2・S-6 K-6.2-2孔 －最新面の認定（微視的観察）－

上上

薄片①写真（K-6.2-2_100R） 下

（直交ニコル）

下

上
盤

Ⅱ（最新ゾーン）

ⅣⅠ Ⅲ

面2（最新面2）（単ニコル）

10mm

面1（最新面1）
ⅣⅠ Ⅲ

面2（最新面2） 面1（最新面1）

下
盤

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ：単ニコルで褐灰～灰色，直交ニコルで灰
色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩からな
る。径7mm以下の岩片や鉱物片が細粒な
基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角
～亜円形である。基質中や割れ目，岩片
の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

Ⅱ（最新ゾーン）：単ニコルで褐灰～灰色，直
交ニコルで褐灰～黄色の干渉色を呈する，
粘土鉱物を含む細粒物からなる。径1mm
以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に
含まれる。岩片は亜角～亜円形，鉱物片
は角～亜円形である。基質中や割れ目，
岩片の縁辺部に粘土鉱物が生成してい
る。

Ⅲ：単ニコルで褐灰～暗灰色，直交ニコルで
灰色の干渉色を呈する凝灰岩からなる。
径2mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基
質中に含まれる。岩片は亜角～亜円形，
鉱物片は角～亜角形である。割れ目に粘
土鉱物が生成している。

Ⅳ：単ニコルで褐灰～灰色，直交ニコルで灰
色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩からな
る。径3mm以下の岩片や鉱物片が細粒な
基質中に含まれる。岩片は亜角～亜円形，
鉱物片は角～亜角形である。割れ目に粘
土鉱物が生成している。

○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，色調や礫径などから，上盤側よりⅠ～Ⅳに分帯した。

○そのうち，最も細粒化している分帯Ⅱを最新ゾーンとして抽出した。

○最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は薄片上部では一部で不連続となるが，最新ゾーンの中では比較的直線性・連
続性がよい面である。

○最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面2（紫矢印）が認められる。面2は一部で不連続となり連続性に乏しいが，最新ゾーンの中では比較的直線性が
よい面である。

○最新ゾーン中に認められるY面は面1，面2のみであり，面1が最も連続的に観察されるが，面1と面2は同程度の直線性を有することから，面1を最
新面1，面2を最新面2とし，それぞれについて変質鉱物との関係を確認する。

【解釈線なし】 分帯とコア観察における破砕部区分との対応
・分帯Ⅱ（最新ゾーン） ・・・粘土状破砕部
・分帯Ⅰ，分帯Ⅲ，分帯Ⅳ ・・・固結した破砕部

第1049回審査会合 資料1
P.236 一部修正
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薄片①写真（K-6.2-2_100R）

（直交ニコル）（単ニコル）

上上

下下

上
盤

Ⅱ（最新ゾーン）

ⅣⅠ Ⅲ

面2（最新面2）

10mm

面1（最新面1）
ⅣⅠ Ⅲ

面2（最新面2） 面1（最新面1）

下
盤

Ⅱ（最新ゾーン）

【解釈線あり】
不連続となる

不連続と
なる

S-2・S-6_K-6.2-2孔

第1049回審査会合 資料1
P.237 一部修正

5.5-2-12
・最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は薄片上部では一部で不連続となるが，最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

・最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面2（紫矢印）が認められる。面2は一部で不連続となり連続性に乏しいが，最新ゾーンの中では比較的直線性がよい面である。



S-2・S-6 K-6.2-2孔 －鉱物の同定（XRD分析）－

○最新ゾーン付近でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物としてスメクタイトが認められる。

○スメクタイトについて詳細な結晶構造判定を行うために，同一断層の別孔（E-8.4’孔，E-8.5+5”孔）の破砕部においてXRD分析
（粘土分濃集）を実施した結果，I/S混合層と判定した。

XRD分析試料採取位置（K-6.2-2孔_30.94m付近）

薄片作成箇所

回折チャート（不定方位）_K-6.2-2孔

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

グラフ中の数字が
イライト混合率を表している

イライト

スメクタイト

標準的なスメクタイト
Nakata et al.(2019)

敷地の粘土鉱物

4 5

6
7

S-2・S-6
（E-8.4’孔，E-8.5+5”孔）

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1981）に一部加筆）

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1986）に一部加筆）

・S-2・S-6試料の詳細検討結果は
補足資料5.3-2（2）P.5.3-2-33,34

1cm

採取位置

主せん断面

Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱

・回折チャート（定方位，EG処理）については，
補足資料5.3-3(1) P.5.3-3-15

第1049回審査会合 資料1
P.238 再掲
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S-2・S-6 K-6.2-2孔 －鉱物の同定（EPMA分析（定量））－

○EPMA用薄片で実施したEPMA分析（定量）による化学組成の検討結果から，最新ゾーンやその周辺に分布する粘土鉱物はI/S
混合層であると判断した。

（直交ニコル）

EPMA用薄片※写真

（直交ニコル）

EPMA分析（マッピング）範囲写真

（単ニコル）

下

上
盤

下
盤

下

Ⅰ Ⅲ

上

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1最新面2

10mm
※薄片①を作成した箇所から1mm程度

削り込んだ位置で作成した

（単ニコル）

２号機 １号機

調査位置図

分析値（ S-2・S-6_ K-6.2-2孔）
分析番号位置は右図

その他の分析値（敷地の粘土鉱物）

薄片作成，EPMA分析箇所
K-6.2-2孔（深度30.94m）

・詳細は補足資料5.3-2（3）P.5.3-2-71

Ⅰ Ⅲ

上

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1最新面2

1mm

下
盤

上
盤

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1

上

最新面2Ⅰ Ⅲ

下

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1

上

最新面2Ⅰ Ⅲ

下

EPMA分析
（マッピング）範囲

5

37 9
8

4

6

5

37 9
8

4

6

・分析値1, 2はTotalの値が90％以上であったため，
根拠に用いないこととした。

２八面体型雲母粘土鉱物及び関連鉱物の化学組成
（Srodon et al. (1984)に一部加筆）

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.239 再掲
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○EPMA用薄片でEPMA分析（マッピング）を実施した結果，EPMA分析（定量）で認められたI/S混合層が最新ゾーンやその周辺に
分布していることを確認した。

S-2・S-6 K-6.2-2孔 －変質鉱物の分布（EPMA分析（マッピング））－

EPMA分析（マッピング）範囲写真

1mm

下
盤

上
盤

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1

上

最新面2Ⅰ Ⅲ

下

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1最新面2Ⅰ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1最新面2Ⅰ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1最新面2Ⅰ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1最新面2Ⅰ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1最新面2Ⅰ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1最新面2Ⅰ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面1最新面2Ⅰ Ⅲ

K2ONa2O

SiO2 Al2O3

（直交ニコル）

CaO Na2O K2OMgO

SiO2 Al2O3 FeO
：EPMA分析（定量）実施箇所

第1049回審査会合 資料1
P.240 再掲
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S-2・S-6 K-6.2-2孔 －変質鉱物の分布（薄片観察） －

○薄片①で実施した薄片観察や，EPMA用薄片で実施したEPMA分析（マッピング）における化学組成の観点での観察により，粘土
鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーンやその周辺に分布している。

○この粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係を確認する。

（直交ニコル）

薄片①写真（K-6.2-2_100R）

下

上

下
盤

ⅣⅠ Ⅲ

上

下

上
盤

Ⅱ（最新ゾーン）

ⅣⅠ Ⅲ
最新面2

（単ニコル）

10mm

最新面1

Ⅱ（最新ゾーン）

最新面2 最新面1

次頁範囲Ａ

第1049回審査会合 資料1
P.241 再掲
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（単ニコル）

（直交ニコル）

S-2・S-6 K-6.2-2孔 －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ）－

下
盤

上
盤

上

下

下

上

上
盤

下
盤

範囲Ａ

範囲Ａ写真

（直交ニコル）

薄片①写真（K-6.2-2_100R）

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ

1mm

10mm

ⅣⅠ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ
最新面1

下

Ⅰ Ⅲ

範囲Aスケッチ

凡例

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

最新面1

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

最新面2

最新面2

Ⅱ（最新ゾーン）

最新面1最新面2

上

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ
最新面1最新面2

○範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1，2を横断して分布し，最新面1，2が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）
に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面1，2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないことから，不連続箇
所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した（補足資料5.5-2(1)-2 P.5.5-2-22）。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形（せん断面や引
きずりなど）は認められない。

第1049回審査会合 資料1
P.242 一部修正
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下
盤

上
盤

1mm

上

下

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ

最新面1

（単ニコル） （直交ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

詳細観察範囲写真

下
1mm

詳細観察範囲

上

Ⅲ

最新面1

上

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

最新面1
範囲Aスケッチ

最新面2

Ⅱ（最新ゾーン）

ⅠⅠ

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

【詳細観察（範囲A，最新面1）】S-2・S-6_K-6.2-2孔

第1049回審査会合 資料1
P.243 一部修正
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注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物
（I/S混合層）が最新面1を横断して分布し，最新
面1が不連続になっており，不連続箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面1が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていない
ことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの
影響を受けていないと判断した。



5.5-2-19

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

1mm

最新ゾーン
最新面1

最新ゾーン
最新面1

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

【ステージ回転写真（範囲A，最新面1）】

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-4-4 一部修正

S-2・S-6_K-6.2-2孔

・範囲A（最新面1）において，ステージを回転
させて詳細に観察した結果，不連続箇所の
粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入
の痕跡は認められない。



上

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ

最新面1最新面2

下
盤

上
盤

1mm

（単ニコル） （直交ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
詳細観察範囲写真

最新面2
上

下

Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

1mm

詳細観察範囲

Ⅲ

上

Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ Ⅲ

範囲Aスケッチ

下

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

最新面2

【詳細観察（範囲A，最新面2）】S-2・S-6_K-6.2-2孔

第1049回審査会合 資料1
P.245 一部修正
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注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物
（I/S混合層）が最新面2を横断して分布し，最新
面2が不連続になっており，不連続箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面2が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていない
ことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの
影響を受けていないと判断した。



5.5-2-21

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

1mm

最新面2 最新ゾーン 最新面2 最新ゾーン

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

【ステージ回転写真（範囲A，最新面2）】

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-4-5 一部修正

S-2・S-6_K-6.2-2孔

・範囲A（最新面2）において，ステージを回転
させて詳細に観察した結果，不連続箇所の
粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入
の痕跡は認められない。



（単ニコル）

（直交ニコル）

下
盤

上
盤

上

下

下

上

上
盤

下
盤

範囲Ａ

範囲Ａ写真

（直交ニコル）

薄片①写真（K-6.2-2_100R）

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ

1mm

10mm

ⅣⅠ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ
最新面1

下

Ⅰ Ⅲ

範囲Aスケッチ

凡例

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

最新面1

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

最新面2

最新面2

Ⅱ（最新ゾーン）

最新面1最新面2

上

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ
最新面1最新面2

薄片作成時等に生じた空隙

【乱れに関する検討（範囲A）】
S-2・S-6_K-6.2-2孔

薄片作成時等に生じた空隙
は，明確に認定できる最新面
1，2が不連続になる箇所の粘
土鉱物（I/S混合層）の構造に
影響を与えていない

・薄片作成時等に生じた空隙（スケッチ白色部）は，
明確に認定できる最新面1，2が不連続になる箇所
の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えてい
ないことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れ
の影響を受けていないと判断できる。

第1049回審査会合 資料1
P.247 再掲
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補足資料５．６－１

上載地層法に関する調査結果（S-4）

5.6-1-1



5.6-1-2

（1） 35m盤トレンチ



5.6-1-3

（1）-1 底盤，旧北面（写真・スケッチ）



S-4
35m盤トレンチ(A) 底盤写真

35m盤トレンチ(A) 底盤スケッチ
S-4

S-4

S-4

写真・スケッチ位置

トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

35m盤トレンチ（A）

S-4

S-4

走向 概ね北東－南西走向（N22°～52°E）

傾斜 北西傾斜（56°～82°NW）

破砕部の幅 2～15cm

【35m盤トレンチによるS-4破砕部の性状】

（走向は真北基準）

拡大スケッチ範囲（次頁）

35m盤トレンチ(A) －底盤写真・スケッチ－

5.6-1-4

第1049回審査会合 机上配布資料１
P.5.3-4-3 再掲



S-4付近詳細スケッチ
トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

S-4

S-4

スケッチ位置

35m盤トレンチ（A）

【S-4】
S-4は，走向・傾斜N22°E～N52°E/56°～82°NW（走向は
真北基準）で，幅2～15cmの固結した破砕部及び幅フィルム
状～0.5cmの灰褐～明褐色を呈する粘土状破砕部からなる。
底盤において，S-4は安山岩（均質）を見かけ左横ずれ変位さ
せており，主せん断面には条線が認められる。

2m0

【35m盤トレンチ(A) S-4付近詳細スケッチ】

5.6-1-5

第1049回審査会合 机上配布資料１
P.5.3-4-4 再掲



S-4

35m盤トレンチ(B) 底盤写真 35m盤トレンチ(B) 底盤スケッチ

S-4

断層

断層

S-4

S-4

断層

断層
N30°E/64°NW

N40°W/66°SW

位置図

35m盤トレンチ(B)

トレンチ

EL35m盤

トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

35m盤トレンチ（A）

S-4

断層

S-4

S-4（EL35m）

写真・スケッチ位置

35m盤トレンチ(B) －底盤写真・スケッチ－

（走向は真北基準）

5.6-1-6

第1049回審査会合 机上配布資料１
P.5.3-4-5 再掲



35m盤トレンチ(B) －旧北面・南面・底盤 詳細スケッチ－

5.6-1-7

【S-4】
・S-4は，走向・傾斜N30°E/64°NW（走向は真北基準）で，幅2

～20cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～3cmの灰褐～明
褐色を呈する粘土状破砕部からなる。底盤２において，S-4と斜
交する断層を見かけ左ズレで約10cm変位させている。

・旧北面においてタマネギ状風化に伴う割れ目が形成され，S-4
は岩盤上面から約1m区間で不明瞭となっており，主に西側で
黄褐色，東側で黄灰色を呈する不明瞭な色調境界となる。

・S-4の上方に分布するHⅠa段丘堆積物に変位・変形は認めら
れない。

【S-4に斜交する断層】
・断層は，走向・傾斜N40°W/66°SW （走向は真北基準）で，主

に幅2～10cmの固結した破砕部からなり，内部に塑性流動状
の構造が認められる。主せん断面は褐色～黄灰色安山岩と赤
褐～赤灰色安山岩の岩相境界となっているが大部分で密着し
ている。また，底盤２において，S-4に切られている。

・旧北面の上部で低角度の割れ目が形成され，断層トレースが
不明瞭となっている。断層は，岩盤の上面まで追跡でき岩盤直
上のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

スケッチ範囲

←N S→

断面位置（下図）

* 人工改変により南面には
上載地層は分布しない。

S-4断層

スケッチ（展開図）

旧北面

S-4
断層

人工改変部

安山岩（角礫質）

底盤１

小法面

底盤２

南面

第1049回審査会合 机上配布資料１
P.5.3-4-6 一部修正

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

主せん断面の延長に分布する色調境界※

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

※ S-4の主せん断面の延長に
分布するものの，不明瞭であ
るため，本壁面は上載地層法
による活動性評価に適用でき
ないと評価した。



35m盤トレンチ(B) －旧北面・南面・底盤 写真－

5.6-1-8

←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

写真範囲

←N S→

断面位置（下図）

* 人工改変により南面には
上載地層は分布しない。

トレンチ写真（展開図）

旧北面

底盤１

小法面

底盤２

南面

←W E→

第1049回審査会合 机上配布資料１
P.5.3-4-7 再掲



5.6-1-9

（1）-2 旧北面 S-4と上載地層との関係



←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

スケッチ範囲

←N S→

断面位置（下図）

E
→

←
W

S-4断層

スケッチ（展開図）

旧北面

S-4
断層

人工改変部

安山岩（角礫質）

底盤１

小法面

底盤２

南面

次頁拡大スケッチ

・本トレンチには，S-4の他にS-4に斜交する断層が認められる。S-4に斜交する断層は，
底盤にてS-4に切られており，さらに岩盤直上のHⅠa段丘堆積物にも変位・変形を与
えていない（補足資料5.6-1(1)-7 P.5.6-1-44～46）。

S-4 35m盤トレンチ（旧北面） S-4と上載地層との関係

○S-4の上方に分布するHⅠa段丘堆積物に変位・変形は認
められない。

○ただし，岩盤の風化の影響により，岩盤上面から約1m区
間でS-4が不明瞭となる。

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

第1049回審査会合 資料１
P.683 一部修正

5.6-1-10

主せん断面の延長に分布する色調境界

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所



安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

人工改変部

S-4

←W E→

35m盤トレンチ（B）旧北面 拡大スケッチ
（地質境界等を加筆）

←W E→

S-4

左写真範囲

次頁拡大写真範囲

赤色土壌

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

【S-4】
S-4は，走向・傾斜N30°E/64°NW（走向は真北基準）で，幅2～10cmの固結
した破砕部及び幅フィルム状～3cmの灰褐～明褐色を呈する粘土状破砕部
からなる。
旧北面においてタマネギ状風化に伴う割れ目が形成され，S-4は岩盤上面
から約1m区間で不明瞭となっており，主に西側で黄褐色，東側で黄灰色を
呈する不明瞭な色調境界となる。

S-4の上方に分布するHⅠa段丘堆積物に変位・変形は認められない。

主せん断面

主せん断面の延長に
分布する色調境界

【写真・拡大スケッチ（旧北面）】

35m盤トレンチ（B）旧北面 写真
（2018年撮影）

←W E→

S-4

S-4 35m盤トレンチ（旧北面）

岩盤上面付近で
不明瞭となる

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

第1049回審査会合 資料１
P.684 一部修正

5.6-1-11

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

主せん断面の延長に分布する色調境界



【拡大写真（旧北面）】

旧北面 岩盤上面付近 拡大写真（S-4等を加筆）
（2018年撮影）

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

0 20cm
S-4S-4

旧北面 岩盤上面付近 拡大写真
（2018年撮影）

←W E→←W E→

第1049回審査会合 資料１
P.685 一部修正

S-4 35m盤トレンチ（旧北面）

5.6-1-12

主せん断面の延長に分布する色調境界

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所



5.6-1-13

（1）-3 旧北面 岩盤上面に関する分析結果



S-4 35m盤トレンチ（旧北面） 岩盤上面に関する分析結果

○北面の地表付近では，風化により岩盤（安山岩）とHⅠa段丘堆積物の境界が不明確であることから，目視観察による岩盤上面の位置を明確
にする目的で，詳細な観察・分析を実施した。

○はぎとり調査，帯磁率測定，CT画像観察の結果，目視観察による岩盤上面位置と整合的なデータが得られた。

旧北面 岩盤上面付近 拡大写真（目視観察による地質区分を加筆）
（2018年撮影）

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

0 20cm
S-4

←W E→

岩盤とHⅠa段丘堆積物の分析結果一覧表

分析項目 結果 掲載頁

はぎとり調査 HⅠa段丘堆積物は，岩盤（安山岩）に比
べて円礫が多く含まれ，岩盤中には認め
られない多色礫を含むことから，目視観察
による岩盤上面の位置と整合的である。

補足資料5.6-1(1)-3
P.5.6-1-15

帯磁率測定 HⅠa段丘堆積物と岩盤（安山岩）の境界
付近で帯磁率の変化が認められることか
ら，帯磁率測定結果は目視観察による岩
盤上面の位置と整合的である。

補足資料5.6-1(1)-3
P.5.6-1-16

CT画像観察 HⅠa段丘堆積物と岩盤（安山岩）で密度
差が認められ，密度の境界は目視観察に
よる岩盤上面の位置と整合的である。

補足資料5.6-1(1)-3
P.5.6-1-17

第1049回審査会合 資料１
P.686 一部修正

5.6-1-14

主せん断面の延長に分布する色調境界

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所



【はぎとり調査結果（旧北面）】

S-4

はぎとり試料写真（左右反転，S-4等を加筆）はぎとり試料写真（左右反転）

←W E→ ←W E→

・HⅠa段丘堆積物は，岩盤（安山岩）に比べて円礫が多く含まれ，岩盤中には認められない多色礫を含むことから，目視観察による岩盤上面
の位置と整合的である。

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

（はぎとり調査は，2020年11月実施）

第1049回審査会合 資料１
P.687 再掲

S-4 35m盤トレンチ（旧北面）

5.6-1-15



【帯磁率測定結果（旧北面）】
←W E→

・帯磁率測定の結果，HⅠa段丘堆積物と岩盤（安山岩）の境界付近で帯磁率の変化が認められることから，帯磁率測定結果は目視観察による
岩盤上面の位置と整合的である。

・なお，一部岩盤中においてHⅠa段丘堆積物よりも低い値を示す箇所が認められるが，これは風化した岩盤の上位に新鮮な礫を含むHⅠa段丘
堆積物が堆積したことによるものと考えられる。

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

3cm間隔の格子の交点
で帯磁率を測定した。

旧北面 測定箇所写真（2022年1月撮影）S-4

第1049回審査会合 資料１
P.688 一部修正

S-4 35m盤トレンチ（旧北面） （2022年1月実施）

5.6-1-16

主せん断面の延長に分布する色調境界

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所



【CT画像観察結果（旧北面）】

旧北面 試料採取位置

CT画像

試料採取位置

・CT画像によれば，HⅠa段丘堆積物と岩盤（安山岩）で密度差が認められ，密度の境界は目視観察による岩盤上面の位置と整合的である。

S-4

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

第1049回審査会合 資料１
P.689 再掲

S-4 35m盤トレンチ（旧北面）

（2022年1月実施）

5.6-1-17



5.6-1-18

（1）-4 追加掘削部 （写真）



新北面写真（S-4等を加筆）新北面写真（2022年1月撮影）

←W E→

S-4
・走向傾斜N32E/68NW（走向は真北基準）を示し，せん断面に沿って固結した粘土・砂状破砕部が幅2.0～10cmで分布する。
・せん断面は明瞭であり，下部でフィルム状～1cm，中部で0.5～1.5cmの明褐～黄灰色の粘土を挟む。
・一方，最上部では不明瞭であるが，西側の黄褐色の安山岩(角礫質)と東側の赤褐色の固結した破砕部の境界（色調境界）として識別できる。
・固結した粘土・砂状破砕部は灰～赤褐色を呈し，流理状の構造を伴う。

←W E→

拡大写真範囲（次頁）

安山岩
（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

S-4

50cm50cm

・新北面において，幅2.0～10cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～1.5cmの粘土状破砕部を伴うS-4を確認した。
・S-4の上方に分布するHⅠa段丘堆積物に変位・変形は認められない。
・旧北面において不明瞭であったS-4は，新北面では岩盤の風化の影響が小さくなり，明瞭なS-4がより上方まで連続していることが確認されたが，岩盤上面から
約15cm区間でS-4が不明瞭となる（次頁）。

35m盤トレンチ(追加掘削部) －新北面 写真－

5.6-1-19紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

第1049回審査会合 資料１
P.691 一部修正

主せん断面の延長に分布する色調境界

主せん断面



＜S-4拡大写真（新北面）＞

新北面 拡大写真（S-4等を加筆）新北面 拡大写真（2022年1月撮影）

←W E→ ←W E→

安山岩
（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

・S-4の上方に分布するHⅠa段丘堆積物に変位・変形は認められない。
・ただし，岩盤上面から約15cm区間でS-4が不明瞭となる。

S-4

第1049回審査会合 資料１
P.692 一部修正

S-4 35m盤トレンチ（追加掘削部）

20cm20cm

5.6-1-20

主せん断面の延長に分布する色調境界

主せん断面

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所



新西面写真（S-4等を加筆）新西面写真（2022年1月撮影）

←S N→

S-4
・走向傾斜N40E/66NW（走向は真北基準）を示し，せん断面に沿って固結した粘土・砂状破砕部が幅0.5～2.5cmで分布する。法面の中部では，
「ミ型」に雁行する。

・せん断面は下部で明瞭であり，黒色の皮膜が沈着している。一方，上部では不明瞭である。
・固結した粘土・砂状破砕部は灰～赤褐色を呈し，流理状の構造を伴う。

←S N→

拡大写真範囲（次頁）

安山岩
（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

S-4（主せん断面）

50cm50cm

・新西面において，幅0.5～2.5cmの固結した破砕部を伴うS-4を確認した。
・S-4の上方に分布するHⅠa段丘堆積物に変位・変形は認められない。
・ただし，岩盤上面から約20cm区間でS-4が不明瞭となる（次頁）。

35m盤トレンチ(追加掘削部) －新西面 写真－

5.6-1-21紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

第1049回審査会合 資料１
P.693 一部修正



新西面 拡大写真（S-4等を加筆）新西面 拡大写真（2022年1月撮影）

←S N→

＜S-4拡大写真（新西面）＞

←S N→

・S-4の上方に分布するHⅠa段丘堆積物に変位・変形は認められない。
・ただし，岩盤上面から約20cm区間でS-4が不明瞭となる。

安山岩
（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

S-4（主せん断面）

第1049回審査会合 資料１
P.694 一部修正

S-4 35m盤トレンチ（追加掘削部）

20cm20cm

5.6-1-22



新北面写真（S-4等を加筆）新北面写真（2022年1月撮影）

←W E→

S-4
・走向傾斜は北東側でN56E/76W，南西側でN46E/74SW（走向は真北基準）を示し，せん断面に沿って固結した粘土・砂状破砕部が幅～4cmで分布する。
・北東側でせん断面は直線的かつ明瞭であり，幅フィルム状～1.0cmの明褐～黄灰色の粘土を挟む。中部ではせん断面は波曲し，幅2～4cmの明褐～黄灰色の粘土を挟む。
南西側では，せん断面に黒色の皮膜が沈着している。南西側の一部にせん断面が不明瞭な箇所がある。

・固結した粘土・砂状破砕部は灰～赤褐色を呈し，流理状の構造を伴う。

1m

・底盤において，最大幅4cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～4cmの粘土状破砕部を伴うS-4を確認した。

35m盤トレンチ(追加掘削部) －底盤 写真－

5.6-1-23

1m

←W E→

新北面

新
東

面

新
西

面

新北面

新
東

面

新
西

面



＜底盤からブロックサンプリング位置までの連続性＞
←W

安山岩
（角礫質）

←W

安山岩
（角礫質）

ブロックサンプリング位置
HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

S-4 S-4

ブロックサンプリング位置
HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

E→ E→

S-4

←W E→

S-4

50cm

・S-4は，底盤から新北面のブロックサンプリング
位置まで連続して確認できる。

追加掘削部スケッチ（展開図）

写真①②

写真③

ブロックサンプリング位置

写真① 新北面：掘り込み前写真（2022年1月撮影） 写真② 新北面：掘り込み後写真（2022年11月撮影）

写真③ 底盤写真（2022年1月撮影）

S-4 35m盤トレンチ（追加掘削部）

5.6-1-24



＜底盤からブロックサンプリング位置までの連続性（S-4等加筆）＞

S-4

←W E→

ブロックサンプリング位置

安山岩
（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

S-4 S-4

←W E→

←W E→

S-4

安山岩
（角礫質）

ブロックサンプリング位置

・S-4は，底盤から新北面のブロックサンプリング
位置まで連続して確認できる。

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

写真① 新北面：掘り込み前写真（2022年1月撮影） 写真② 新北面：掘り込み後写真（2022年11月撮影）

50cm 写真③ 底盤写真（2022年1月撮影）

追加掘削部スケッチ（展開図）

写真①②

写真③

ブロックサンプリング位置

S-4 35m盤トレンチ（追加掘削部）

5.6-1-25

主せん断面の延長に
分布する色調境界

主せん断面



5.6-1-26

（1）-5 追加掘削部 岩盤上面に関する分析結果



【帯磁率測定結果（新北面）】
←W E→

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

3cm間隔の格子の交点
で帯磁率を測定した。

新北面 測定箇所写真（2022年1月撮影）

・帯磁率測定の結果，赤色土壌では相対的に低い値を示すものの，HⅠa段丘堆積物と岩盤（安山岩）では帯磁率に大きな違いは認められない。

S-4 35m盤トレンチ（追加掘削部） －岩盤上面に関する分析－

○目視観察による岩盤上面の位置を明確にする目的で，詳細な観察・分析を実施した。

○帯磁率測定の結果，HⅠa段丘堆積物と岩盤では大きな違いは認められないものの，CTスキャンの結果，目視観察による岩盤上面位置と整合
的なデータが得られた。

S-4

第1049回審査会合 資料１
P.695 一部修正

S-4 35m盤トレンチ（追加掘削部）

（2022年1月実施）

5.6-1-27

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

主せん断面の延長に分布する色調境界

主せん断面



【帯磁率測定結果（新西面）】

←S N→

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

3cm間隔の格子の交点
で帯磁率を測定した。

・帯磁率測定の結果，赤色土壌では相対的に低い値を示すものの，HⅠa段丘堆積物と岩盤（安山岩）では帯磁率に大きな違いは認められない。

新西面 測定箇所写真（2022年1月撮影）

S-4

第1049回審査会合 資料１
P.696 再掲

S-4 35m盤トレンチ（追加掘削部） （2022年1月実施）
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【CT画像観察結果（新西面）】

新西面 試料採取位置

CT画像
（採取したブロックを上下2 分割に切断して撮影）

・CT画像によれば，HⅠa段丘堆積物と岩盤（安山岩）で密度差が認められ，密度の境界は目視観察による岩盤上面の位置と整合的である。

S-4

安山岩
（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

試料採取位置

安山岩
（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

第1049回審査会合 資料１
P.697 再掲
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5.6-1-30

（1）-6 35ｍ盤トレンチの堆積物に関する調査結果



35m盤トレンチの堆積物に関する調査結果 －調査内容－

200m0

調査位置図
（1985年撮影，縮尺8,000分の1の空中写真を用いて作成した旧地形図）

1'

1

35m盤トレンチ
地形断面図

1'1

○35m盤トレンチは，高位段丘Ⅰa面の縁辺付近に位置することから，当該箇所において比較的植生の少ない空中写真を用いて
詳細に地形判読を行った（次頁，次々頁）。

○35m盤トレンチに分布する堆積物が，約12～13万年前より古い高海面期に堆積した海成段丘堆積物（HⅠa段丘堆積物）である
と評価したことについて，その評価の妥当性を確認するため，35m盤トレンチの位置する高位段丘Ⅰa面周辺のボーリングコア
及び35m盤法面において，堆積物の分布状況等について確認を行った（補足資料5.6-1(1)-7 P.5.6-1-34～42）。

35m盤法面

ボーリング孔

トレンチ・法面表土はぎ

35m盤トレンチ周辺の堆積物調査箇所

No.2トレンチ

35m盤トレンチ

35m盤法面

第1049回審査会合 資料１
P.698 一部修正

志
賀
原
子
力
発
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所

右図
範囲

位置図

35m盤トレンチ
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35m盤トレンチの周辺地形の詳細確認

○35m盤トレンチの周辺地形について，当該箇所において比較的植生が少ない1975年撮影（縮尺10,000分の１）の写真を用いて，
空中写真判読を行った。

○地形判読の結果，35m盤トレンチの周辺には，平坦面が広がりをもって分布していることから，この平坦面に分布する堆積物に
ついて，調査範囲を広げて確認を行うこととした。

国土地理院撮影の空中写真（1975年撮影，縮尺10,000分の1）
35m盤トレンチ及び35m盤法面位置を加筆

整理番号 CCB-75-18

コース番号 C36

写真番号 1，2

撮影年月日 1975年9月1日

撮影縮尺 1/10,000

国土地理院撮影の空中写真

（実体視できるように2枚の写真を横に並べた）

第1049回審査会合 資料１
P.699 再掲
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地形図（1975年撮影，縮尺10,000分の1の空中写真より作成）
ボーリング・トレンチ等の位置を加筆

ボーリング孔

法面表土はぎ

35m盤トレンチ

35m盤トレンチ

35m盤法面

40

35
30

25

20

25

25 30
35

40

45

45
50

50

30

20

20

25

35
40

45

50

【35m盤トレンチの周辺地形図】

第1049回審査会合 資料１
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35m盤トレンチ周辺の堆積物の分布状況

○35m盤トレンチに分布するHⅠa段丘堆積物は，他の地点に比べて厚さが薄く，西側に傾斜して分布している（下写真・スケッチ）。

○この堆積物の分布の広がりを確認するために周辺のボーリングコア（B-12.7S孔，C-11.5S孔，D-11.8S孔，D-12孔）を確認したと
ころ，当該エリアは35m盤に整地されたことにより人工改変を受けており，堆積物は取り除かれていた（次頁）。

○しかしながら，C-13孔には堆積物（シルト）が認められたことから，人工改変の影響を受けておらず堆積物が残存する可能性の
ある，35m盤法面の表土はぎ調査を行い，堆積物の分布状況の確認を行った（次々頁）。

写真 （35m盤トレンチ（B） 北面）
S-4

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

←W E→

断層

←W E→

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

スケッチ （35m盤トレンチ（B） 北面）

N30°E/64°NWN40°W/66°SW
S-4断層

火山灰分析
35mtr(1)

火山灰分析
35mtr(2)

火山灰分析
35mtr(3)

（走向は真北基準）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

位置図

主せん断面

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

主せん断面の延長に
分布する色調境界

35m盤法面

赤褐色土壌
・色調5YR4/6～7.5YR5/8，弱いトラ斑を伴う。
・中程度の角塊～亜角塊状土壌構造が認められる。

赤色土壌
・色調5YR4/6～7.5YR5/8，トラ斑を伴う。
・中程度の角塊状土壌構造が認められる。

（トラ斑を伴う赤色土壌は，松井・加藤（1965），成瀬（1974），阿部ほか
（1985），Nagatsuka, S. and Maejima, Y. (2001)，赤木ほか（2003）等によれば，
下末吉期の温暖な気候下で形成されたと考えられ，いずれも高位段丘を識
別する重要な特徴とされている。）

HⅠa段丘堆積物
・砂礫層からなる。
・基質は黄褐～明褐色（10YR5/8～7.5YR5/8）を呈するシルト質細粒砂からなり，
良く締まっており，強い指圧でわずかに跡が残る。
・径5～20cmの安山岩亜円～亜角礫を25～50％含む。また，円礫も混じる。
・礫は半くさり化している。

【35m盤トレンチ】

写真・スケッチ
位置（北面）B-12.7S

C-11.5S
D-11.8S

D-12

C-13

第1049回審査会合 資料１
P.701 一部修正
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コア写真（C-13孔 深度0～3m）

【35m盤トレンチ周辺のボーリングコア】

コア写真（D-12孔 深度0～3m）

岩盤（深度2.40m～）の上位に堆積物（シルト）が認められる

岩盤（深度0.30m～）の上位には表土のみ認められる

コア写真（B-12.7S孔 深度0～3m）

岩盤（深度0.40m～）の上位には盛土のみ認められる

コア写真（C-11.5S孔 深度0～9m）

岩盤（深度5.95m～）の上位には盛土のみ認められる

コア写真（D-11.8S孔 深度0～6m）

岩盤（深度5.30m～）の上位には盛土のみ認められる

深度(m) 深度(m) 深度(m) 深度(m)

深度(m) 深度(m)

深度(m) 深度(m)深度(m) 深度(m)

柱状図等のデータは，データ集１，２，３

岩盤上面深度

C-11.5S孔（孔口標高35.15m，傾斜60°）

D-11.8S孔（孔口標高35.21m，傾斜45°）

B-12.7S孔（孔口標高35.19m，傾斜60°）

D-12孔（孔口標高31.98m，鉛直）

C-13孔（孔口標高41.02m，鉛直）

第1049回審査会合 資料１
P.702 再掲
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○高位段丘Ⅰa面に位置する35m盤トレンチと同程度の標高で，近接した位置にある
35m盤法面の表土はぎ調査の結果，岩盤の凹地を埋めるように分布する堆積物を
確認した。

○この堆積物は，35m盤トレンチの堆積物と性状が類似しており（次頁），定量的な分
析結果（補足資料5.6-1(1)-6 P.5.6-1-38，39）も踏まえると，35m盤トレンチの堆積
物と一連の堆積物であると判断される。

○また，この堆積物の礫の形状の定量的な指標に基づく検討（補足資料5.6-1(1)-6
P.5.6-1-40）の結果，35m盤トレンチの堆積物と同様，海成堆積物（HⅠa段丘堆積
物）であると判断される。

位置図

写真・スケッチ位置（35m盤法面）

←N S→

←N S→

安山岩（角礫質）HⅠa段丘堆積物

安山岩（均質）

HⅠa段丘堆積物

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物
基質は細～中粒砂からなり, にぶい黄褐色～明褐色(10YR5/3～7.5YR5/6)を呈する砂礫層。
径3～35cmの安山岩礫を40～60％以上含み, 礫同士が接した礫支持構造が認められる。
亜円～亜角礫を主体とし，円礫も混じる。礫は半くさり礫化している。基質は良く締まってお
り，指圧であとが残らない。褐～黒色の斑紋の沈着によって，一部は半固結している。

【35m盤法面 堆積物の調査結果】

スケッチ（35m盤法面）

写真（35m盤法面）

○35m盤トレンチの堆積物が高位段丘Ⅰa面を構成する海成堆積物（HⅠa段丘堆積
物）と評価することは妥当であることを確認した。

35m盤トレンチ周辺の堆積物の分布状況 －35m盤法面表土はぎ—

35m盤法面全体の写真・スケッチは参考資料5.6-1（1）

35m盤トレンチ

第1049回審査会合 資料１
P.703 再掲

5.6-1-36



【堆積物の性状の比較】

35m盤法面 35m盤トレンチ

基質 粒径 細粒砂主体 シルト質細粒砂

色調 黄褐～明褐色
(10YR5/3～7.5YR5/6)

黄褐～明褐色
（10YR5/8～7.5YR5/8）

締まりの程度 良く締まっている
（平均硬度指数 32.9mm）

良く締まっている
（平均硬度指数 30.9mm）

礫 礫径 3～35cm 5～20cm

礫種 安山岩 安山岩

礫の形状 亜円～亜角礫主体で
円礫も混じる

（平均真円度 0.789）

亜円～亜角礫主体で
円礫も混じる

（平均真円度 0.785）

礫率 40～60％ 25～50％

風化の程度 半くさり礫化している
（未風化礫0％，半くさり礫67％，

くさり礫33％）

半くさり礫化している
（未風化礫0％，半くさり礫79％，

くさり礫21％）

35m盤法面及び35m盤トレンチ 全景写真

←N S→

展望台

35m盤法面

35m盤トレンチ 堆積物の拡大写真35m盤法面 堆積物の拡大写真

0 20cm0 20cm

←N S→ ←W E→

第1049回審査会合 資料１
P.704 再掲
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【基質の締まりの程度（硬度測定結果）】

硬度測定実施位置（35m盤法面）

←N S→

←W E→

計測地点
（対象物）

測点番号
硬度指数

（mm）

35m盤法面

（ＨⅠa段丘堆積物）

1 33
2 31
3 34
4 35
5 32
6 35
7 34
8 33
9 33
10 34
11 31
12 32
13 31

平均値 32.9

計測地点
（対象物）

測点番号
硬度指数

（mm）

35m盤トレンチ

（ＨⅠa段丘堆積物）

1 30
2 30
3 30
4 29
5 31
6 30
7 30
8 31
9 32
10 32
11 32
12 33
13 32

平均値 30.9

【硬度測定】
・測定には，山中式土壌硬度計（標準型）を用いた。
・各地点において，堆積物の基質を対象に測定を行った。

硬度測定実施位置

硬度測定実施位置

HⅠa段丘堆積物

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

・ 土壌硬度計による測定において，その計測値が29mm以上のものは「極密（Very compact)」に区分されてお
り，指あともつかない硬さであるとされている（日本ペドロジー学会編, 1997）。

・ 35m盤法面及び35m盤トレンチの堆積物の基質は，いずれも平均硬度指数が29mm以上であり，「極密（Very
compact)」に区分されることから，両地点での基質の締まりの程度は類似している。

0

1

2

3

4

5

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40

データ数

硬度指数[mm]

35m盤法面

0

1

2

3

4

5

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40

データ数

硬度指数[mm]

35m盤トレンチ

土壌硬度計の計測値による区分
（日本ペドロジー学会編, 1997）

mm単位の数値は土壌硬度計の計測値

極疎 疎 中 密 極密

極疎 疎 中 密 極密

第1049回審査会合 資料１
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【礫の風化の程度（くさり礫調査結果）】

【くさり礫調査】
・堆積物中の礫の風化の程度を定量的に分析するため，１箇所あたり50個
程度の礫について，くさりの程度から未風化礫，半くさり礫，くさり礫に区分
し，それらの含まれる割合を算出した。

・礫の大きさにより風化の影響が異なるため，礫径10cm前後（長径と短径の
平均値が6～14cm）の礫を調査対象とした。

35m盤法面の礫の写真

35m盤トレンチの礫の写真

35m盤法面 35m盤トレンチ

礫の個数 割合 礫の個数 割合

未風化礫 0 0% 0 0%

半くさり礫 39 67% 42 79%

くさり礫 19 33% 11 21%

合計 58 100% 53 100%

くさり礫調査データの詳細は補足資料5.2-1(9)

半くさり礫 くさり礫

半くさり礫 くさり礫

礫形状

岩芯

5cm0 5cm0

5cm0 5cm0

・ 35m盤法面及び35m盤トレンチの堆積物中の礫は，
いずれも半くさり礫主体であり，両地点の礫の風
化の程度は類似している。

くさり礫調査結果

第1049回審査会合 資料１
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○35m盤法面の堆積物について，礫の真円度と楕円近似の短径長径比を計測した結果，他の地点の海成堆積物と判断した堆
積物と同様に平均真円度は0.77以上であり，陸成堆積物と比べて円磨が進んでいる。

○また，近接して位置する35m盤トレンチの堆積物と，真円度，短径長径比ともに同程度の値を示す。

○したがって，35m盤法面及び35m盤トレンチの堆積物は，礫の形状が類似しており，ともに海成堆積物であると判断される。

35m盤法面35m盤法面

35m盤
トレンチ

35m盤
トレンチ

【礫の形状の計測結果】

凡 例
（括弧内の数字は試料数）

円
い

い
び
つ

扁平 扁平でない

中位段丘Ⅰ面

開析谷

古期扇状地

敷地前面海岸B（122）

敷地前面海岸C（111）

敷地前面海岸D（115）

神川本流（81）

神川支流（96）

小浦川（132）

安部屋表土はぎ（21）

No.1トレンチ（34）

事務本館前トレンチ（24）

生神南部（48）

現海浜

現河床

高位段丘Ⅰa面

No.2トレンチ（17）

駐車場南東方トレンチ（38）

35m盤トレンチ（10）

35m盤法面（31）

写真撮影

【解析の流れ】

ImageJでの礫の形状解析

ab面 ac面

礫の形状の計測データは補足資料5.2-1(7)

平均真円度（ab面）と平均短径長径比（c/a）の関係図
（三次元的な形状を表す）

平均真円度（ab面）と平均中間径長径比（b/a）の関係図
（ab面の二次元的な形状を表す）

ab面の真円度の値と，ab面，ac面における楕円
近似の短径長径比を測定。
ただし，風化による礫の形状への影響が大きい
径5cm未満の礫を除くため，ab面における長径
(a)と中間径(b)の平均値，ac面における長径(a)と
短径(c)の平均値のいずれかが5㎝未満の礫に
ついては，計算に含めない。
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平面図（平成10年4月作成）に一部加筆

EL35m盤EL21m盤 EL59m盤

断面図（平成10年4月作成）に一部加筆

EL35m盤

EL59m盤

EL21m盤

No.0 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10

旧地形

現地盤

断面
位置

←W
E→

35m盤法面

35m盤法面の施工時の記録 －平面図・断面図－

○35m盤法面の施工時の記録を確認した。S-4の延長位置は施工時の法面では尾根部付近にあたり，施工時の写真によれば，岩盤を覆う赤色
土壌の分布が確認できるものの，HⅠa段丘堆積物の有無については判断できない。

35m盤トレンチ

切土・盛土境界

S-4（地表に投影）

第1049回審査会合 資料１
P.708 再掲
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EL35m盤

EL21m盤

35m盤トレンチ

位置図

断層（EL-4.7m）

写真（２号機建設時）

←N S→

35m盤法面

撮影方向

建設時法面

S-4推定位置

・施工時の写真によれば，岩盤を覆う赤色土壌の分布が確認できるものの，
HⅠa段丘堆積物の有無については判断できない。

第1049回審査会合 資料１
P.709 再掲35m盤法面の施工時の記録 －写真－

5.6-1-42



5.6-1-43

（1）-7 S-4に斜交する断層について



←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

スケッチ範囲

←N S→

断面位置（下図）

E
→

←
W

S-4断層

スケッチ（展開図）

旧北面

S-4
断層

人工改変部

安山岩（角礫質）

底盤１

小法面

底盤２

南面

次々頁拡大写真

S-4に斜交する断層について

○本トレンチには，S-4に斜交する断層が認められる。

○S-4に斜交する断層は，底盤にてS-4に切られており，さらに
岩盤直上のHⅠa段丘堆積物にも変位・変形を与えていない
（次頁，次々頁）。

次頁拡大写真

【S-4に斜交する断層】
・断層は，走向・傾斜N40°W/66°SW （走向は真北基準）で，主に幅2～10cmの固結した

破砕部からなり，内部に塑性流動状の構造が認められる。主せん断面は褐色～黄灰色
安山岩と赤褐～赤灰色安山岩の岩相境界となっているが大部分で密着している。また，
底盤２において，S-4に切られている。

・旧北面の上部で低角度の割れ目が形成され，断層トレースが不明瞭となっている。断層
は，岩盤の上面まで追跡でき，岩盤直上のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていな
い。

HⅠa段丘堆積物

安山岩（角礫質）

第1049回審査会合 資料１
P.710 一部修正

5.6-1-44

主せん断面の延長に分布する色調境界

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所



S-4との交差部 拡大写真
（下は断層等を加筆）

S-4に斜交する断層について －S-4との切り合い関係－

←W E→

S-4に斜交する断層 底盤写真（下は断層等を加筆）

←W E→

拡大写真
範囲

・S-4と斜交する断層は，褐～黄灰色
安山岩と赤褐～赤灰色安山岩の岩
相境界となっている。

・S-4との交差部では，S-4が連続して
直線的に連続するのに対して，S-4
に斜交する断層はS-4の主せん断面
に沿って分布するレンズ状の固結し
た破砕部の縁に沿って，見かけ左に
約10cm変位している。

・また，主せん断面の変位とともに，断
層に伴う岩相境界や固結した破砕部
も，同様に見かけ左に約10cm変位し
ている。

○S-4に斜交する断層は，底盤においてS-4に切られている。

安山岩
（褐～黄褐色）

安山岩
（赤褐～赤灰色）

第1049回審査会合 資料１
P.711 再掲
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S-4に斜交する断層について －上載地層との関係－

←W E→

断層

赤色土壌

HⅠa段丘堆積物

主せん断面

S-4に斜交する断層 拡大写真（地質境界等を加筆）

0 20cm
断層

←W E→

○S-4に斜交する断層は，北面において岩盤直上のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

0 20cm

S-4に斜交する断層 拡大写真

・北面の上部で低角度の割れ目が形成され，断層トレースが不明瞭となっている。断層は，
岩盤の上面まで追跡でき，岩盤直上のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

安山岩
（褐～黄褐色）

安山岩
（赤褐～赤灰色）

第1049回審査会合 資料１
P.712 一部修正
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補足資料５．６－２

鉱物脈法に関する調査結果（S-4）

5.6-2-1



（1） 薄片観察

5.6-2-2



5.6-2-3

（1）-1 E-8.60孔



EPMA分析（マッピング）範囲写真

○EPMA用薄片でEPMA分析（マッピング）を実施した結果，EPMA分析（定量）で認められたI/S混合層が最新ゾーンやその周辺に
分布していることを確認した。

1mm

SiO2 Al2O3

K2ONa2O

（直交ニコル）

上
盤

下

上

最新面 Ⅲ（最新ゾーン） ⅣⅡ

下
盤

最新面 Ⅲ（最新ゾーン） ⅣⅡ
最新面 Ⅲ（最新ゾーン） ⅣⅡ

最新面 Ⅲ（最新ゾーン） ⅣⅡ

最新面 Ⅲ（最新ゾーン） ⅣⅡ
最新面 Ⅲ（最新ゾーン） ⅣⅡ

最新面 Ⅲ（最新ゾーン） ⅣⅡ
最新面 Ⅲ（最新ゾーン） ⅣⅡ

SiO2 Al2O3

CaO Na2O K2OMgO

FeO

：EPMA分析（定量）実施箇所

第1049回審査会合 資料1
P.308 再掲

5.6-2-4

S-4 E-8.60孔 －変質鉱物の分布（EPMA分析（マッピング））－



S-4 E-8.60孔 －ステージ回転写真（範囲Ａ）－

5.6-2-5

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

0.1mm

最新面 最新ゾーン最新面 最新ゾーン

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-5-10 一部修正

○範囲Aにおいて，ステージを回転させて詳細に観察した結果，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入の痕跡は認められない。



5.6-2-6

（1）-2 E-8.50’’’孔



下

下
盤

上
盤

最新面1
Ⅰ Ⅲ

最新面2Ⅱ
（最新ゾーン）

0.1mm

下
盤

上
盤

下

上最新面1
Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

0.1mm

S-4 E-8.50’’’孔 －評価結果－

薄片①範囲Aスケッチ調査位置図

２号機 １号機

薄片作成，EPMA分析箇所
E-8.50’’’孔（深度111.95m）

XRD分析箇所
F-9.3-4孔（深度66.40m）

凡例

（単ニコル）

XRD分析箇所
E-11.1SE-6孔（深度1.50m）

：延長位置
S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

○以上のことを踏まえると，S-4の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-4に後期更新世以降の活動は認められない。

第1049回審査会合 資料1
P.279 一部修正

詳細観察範囲写真

5.6-2-7

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断
面や引きずりなど）は認められない（補足資料5.6-2（1）-2 
P.5.6-2-15，16）。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，
薄片作成時等の乱れの影響は認められない（補足資料
5.6-2（1）-2 P.5.6-2-15，16）。

【最新面の認定】
○E-8.50’’’孔の深度111.90m付近で認められるS-4において，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーンの上盤側及び下盤側の境界面そ

れぞれ最新面1，最新面2を認定した（補足資料5.6-2（1）-2 P.5.6-2-8～10，20，21）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（補足資料5.6-2（1）-2 P.5.6-2-11，12）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】
○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその

周辺に分布している（補足資料5.6-2（1）-2 P.5.6-2-13，14，22）。

○薄片①の範囲A（最新面1）及び薄片②の範囲A，Bにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1，2を横断して分布し，最新面1，2が不連続に
なっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない※（補足資料5.6-2（1）-2 P.5.6-2-15～17，23～29）。

※薄片①の範囲A（最新面2）については，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2付近に分布し，最新面2
が不連続になるものの，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を明瞭に横断しておらず，最新面2と粘
土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係が不明確である（補足資料5.6-2（1）-2 P.5.6-2-18，19）。



S-4 E-8.50’’’孔 －最新面の認定（巨視的観察）－

ボーリングコア写真（E-8.50’’’孔）

CT画像（E-8.50’’’孔）
ブロック写真

○E-8.50’’’孔の深度111.90m付近で認められるS-4において，巨視的観察（ボーリングコア観察，CT画像観察）を実施し，最も直線

性・連続性がよい断層面を主せん断面として抽出した。

○隣接孔（E-8.50’孔）の主せん断面における条線観察の結果，131°Rの条線方向が確認されたことから，E-8.50’’’孔において，

131°Rで薄片を作成した（ブロック写真）。

粘土状破砕部

1cm

薄片作成箇所※

上

上
盤

※図示した箇所で薄片①を作成し，
そこから1mm程度削り込んだ位置
で薄片②を作成した

調査位置図

２号機 １号機

薄片作成箇所
E-8.50’’’孔（深度111.95m）

下
盤

下

固結した破砕部

主せん断面

・条線観察結果については補足資料5.3-3(2)-3

右ブロック採取箇所

条線観察箇所
E-8.50’孔（深度113.10m）

（深度）

上 下

（m）
111.9 112.0111.85

主せん断面 走向傾斜：N43°E/57°NW

主せん断面

上 下

・ボーリングコア写真中の赤線は，ブロック
採取時の目安として試料に加筆したもの

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.280 再掲
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S-4 E-8.50’’’孔① －最新面の認定（微視的観察）－

○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，色調や礫径などから，上盤側よりⅠ～Ⅲに分帯した。

○そのうち，最も細粒化している分帯Ⅱを最新ゾーンとして抽出した。

○最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は全体的に不明瞭だが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。

○最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に，面2（紫矢印）が認められる。面2は全体的に不明瞭だが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。

○最新ゾーン中に認められるY面は面1，面2のみであり，面1，面2は同程度の直線性・連続性を有することから，面1を最新面1，面2を最新面2とし，
それぞれについて変質鉱物との関係を確認する。

薄片①写真（E-8.50’’’ _131R）

Ⅱ（最新ゾーン）（単ニコル） （直交ニコル）
上

下
盤

下 下

上
盤

上

10mm

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

【解釈線なし】

Ⅰ：単ニコルで褐灰～暗灰色，直交ニコルで灰～
暗灰色の干渉色を呈する凝灰岩からなる。径
5mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に
含まれている。岩片，鉱物片は角～亜円形で
ある。基質中や割れ目に粘土鉱物が生成して
いる。

Ⅱ （最新ゾーン） ：単ニコルで褐灰色，直交ニコ
ルで灰～暗灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物
を含む細粒物からなる。径2mm以下の岩片や
鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片は亜
角～亜円形，鉱物片は角～亜角形である。基
質中や割れ目に粘土鉱物が生成している。

Ⅲ ：単ニコルで褐灰～灰色，直交ニコルで灰～
暗灰色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩から
なる。径13mm以下の岩片や鉱物片が細粒な
基質中に含まれる。岩片，鉱物片は角～亜円
形である。一部の基質中に粘土鉱物が生成し
ている。

分帯とコア観察における破砕部区分との対応
・分帯Ⅱ（最新ゾーン）・・・粘土状破砕部
・分帯Ⅰ，分帯Ⅲ ・・・固結した破砕部

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

：延長位置

第1049回審査会合 資料1
P.281 一部修正
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5.6-2-10

【解釈線あり】

薄片①写真（E-8.50’’’ _131R）

Ⅱ（最新ゾーン）（単ニコル） （直交ニコル）
上

下
盤

下 下

上
盤

上

10mm

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

：延長位置

S-4_ E-8.50’’’孔①

第1049回審査会合 資料1
P.282 一部修正

・最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は全体的に不明瞭だが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。

・最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に，面2（紫矢印）が認められる。面2は全体的に不明瞭だが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。



S-4 E-8.50’’’孔① －鉱物の同定（XRD分析）－

XRD分析試料採取位置（E-8.50’’’孔_111.95m付近）

回折チャート（不定方位）_E-8.50’’’孔

○最新ゾーン付近でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物としてスメクタイトが認められる。

○スメクタイトについて詳細な結晶構造判定を行うために，同一断層の別孔（F-9.3-4孔，E-11.1SE-6孔）の破砕部においてXRD
分析（粘土分濃集）を実施した結果，I/S混合層と判定した。

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

グラフ中の数字が
イライト混合率を表している

イライト

スメクタイト

標準的なスメクタイト
Nakata et al.(2019)

敷地の粘土鉱物

4 5

6
7

S-4（F-9.3-4孔，E-11.1SE-6孔）

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1981）に一部加筆）

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1986）に一部加筆）

・S-4試料の詳細検討結果は
補足資料5.3-2（2）P.5.3-2-35,36

Pl ：斜長石
Px ：輝石類
Sm：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱

・回折チャート（定方位，EG処理）については，
補足資料5.3-3(1) P.5.3-3-21

1cm

主せん断面

採取位置

第1049回審査会合 資料1
P.283 再掲
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Ⅱ（最新ゾーン）
上

下
盤

下 下

上
盤

上

10mm

Ⅰ 最新面1 最新面2 Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ （最新面1 最新面2 Ⅲ

２八面体型雲母粘土鉱物及び関連鉱物の化学組成
（Srodon et al. (1984)に一部加筆）

S-4 E-8.50’’’孔① －鉱物の同定（EPMA分析（定量））－

○薄片②で実施したEPMA分析（定量）による化学組成の検討結果から，最新ゾーンやその周辺に分布する粘土鉱物はI/S混合
層であると判断した。

分析値（S-4_E-8.50’’’孔）

分析番号位置は右図

その他の分析値（敷地の粘土鉱物）

・詳細は補足資料5.3-2（3）P.5.3-2-75

調査位置図

２号機 １号機

薄片作成，EPMA分析箇所
E-8.50’’’孔（深度111.95m）

薄片②※写真

（直交ニコル）

EPMA分析（マッピング）範囲写真

（直交ニコル）

（単ニコル）

EPMA分析
（マッピング）範囲

1mm

上
盤

下
盤

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

1

5

4

7

2

6

3

1

5

4

7

2

6

3

（単ニコル）

：延長位置

※薄片①を作成した箇所から
1mm程度削り込んだ位置で
薄片②を作成した

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.284 再掲
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○薄片②でEPMA分析（マッピング）を実施した結果，EPMA分析（定量）で認められたI/S混合層が最新ゾーンやその周辺に分布し
ていることを確認した。

S-4 E-8.50’’’孔① －変質鉱物の分布（EPMA分析（マッピング））－

1mm

SiO2 Al2O3

K2ONa2O

EPMA分析（マッピング）範囲写真

上
盤

下
盤

：EPMA分析（定量）実施箇所下

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

SiO2 Al2O3

CaO Na2O K2OMgO

FeO

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

Ⅱ(最新ゾーン)

最新面1
ⅢⅠ

最新面2

1

5

4

7

2

6

3

第1049回審査会合 資料1
P.285 再掲
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S-4 E-8.50’’’孔① －変質鉱物の分布（薄片観察） －

○薄片①で実施した薄片観察や，薄片②で実施したEPMA分析（マッピング）における化学組成の観点での観察により，粘土鉱物
（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーンやその周辺に分布している。

○この粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係を確認する。

薄片①写真（E-8.50’’’ _131R）

Ⅱ（最新ゾーン）（単ニコル） （直交ニコル）
上

下
盤

下 下

上
盤

上

10mm

Ⅰ
最新面1 最新面2

Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ
最新面1 最新面2

Ⅲ

次頁範囲Ａ

：延長位置

第1049回審査会合 資料1
P.286 再掲
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下

下
盤

上
盤

最新面1
Ⅰ Ⅲ

最新面2

上

（直交ニコル）

下
盤

下

上

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ 最新面1 最新面2 Ⅲ

次頁範囲Ａ
上
盤

10mm

S-4 E-8.50’’’孔① －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ）－

（単ニコル）

（直交ニコル）

範囲Ａ写真1mm

下
盤

下

範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

凡例

上
盤

下
盤

上
盤

最新面1Ⅰ

Ⅱ
（最新ゾーン）

上

○薄片①の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1を横断して分布し，最新面1が不連続になっており，不連続箇所
の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面1が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこ
とから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

薄片①写真（E-8.50’’’ _131R）

Ⅲ最新面2

最新面1
Ⅰ

Ⅱ
（最新ゾーン） Ⅲ最新面2

Ⅱ
（最新ゾーン）

：延長位置

第1049回審査会合 資料1
P.287 一部修正
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下

下
盤

上
盤

最新面1
Ⅰ Ⅲ

最新面2Ⅱ
（最新ゾーン）

詳細観察範囲写真

（直交ニコル）（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上

範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

凡例

最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

0.1mm

【詳細観察（範囲A，最新面1）】

下

最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

：延長位置

上

上

S-4_ E-8.50’’’孔①

1mm

詳細観察範囲

第1049回審査会合 資料1
P.288 一部修正
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注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・薄片①の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，
粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1を横断して分
布し，最新面1が不連続になっており，不連続箇
所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認め
られない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面1が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていない
ことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの
影響を受けていないと判断した。



最新面1 最新ゾーン 最新面1 最新ゾーン

5.6-2-17

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

1mm

：延長位置

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

【ステージ回転写真（範囲A，最新面1）】S-4_ E-8.50’’’孔①

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-5-4 一部修正

・薄片①の範囲A（最新面1）において，ス
テージを回転させて詳細に観察した結果，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形や注入の痕跡は認められない。



下

下
盤

上
盤

最新面1
Ⅰ Ⅲ

最新面2
Ⅱ

（最新ゾーン）

1mm

詳細観察範囲

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

凡例

【詳細観察（範囲A，最新面2）】

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

範囲Aスケッチ

詳細観察範囲写真

（直交ニコル）（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上

下

最新面2Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

0.1mm

上

最新面2Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ

：延長位置

S-4_ E-8.50’’’孔①

○薄片①の範囲Aにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2付近に分布し，最新面2が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）
に変位・変形は認められない。

○ただし，第1回現地調査（2021.11.18,19）における「断層の最新面が不明瞭になっているものもあり，鉱物脈が明瞭に横断しているようには見えない箇所がある」との指
摘を踏まえ，範囲A（最新面2）の再観察を行った結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を明瞭に横断していないと判断した。

上

第1049回審査会合 資料1
P.290 一部修正
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最新面2最新ゾーン最新面2最新ゾーン

5.6-2-19

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

1mm

【ステージ回転写真（範囲A，最新面2）】S-4_ E-8.50’’’孔①

：延長位置

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-5-5 一部修正

・薄片①の範囲A（最新面2）において，ステージを回転させて詳細に観察した結果，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。



S-4 E-8.50’’’孔② －最新面の認定（微視的観察）－

【解釈線なし】 分帯とコア観察における破砕部区分との対応
・分帯Ⅱ（最新ゾーン）・・・粘土状破砕部
・分帯Ⅰ，分帯Ⅲ ・・・固結した破砕部

：延長位置

Ⅰ：単ニコルで褐灰～暗灰色，直交ニコルで灰～
暗灰色の干渉色を呈する凝灰岩からなる。径
7mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に
含まれている。岩片，鉱物片は角～亜円形で
ある。基質中や割れ目に粘土鉱物が生成して
いる。

Ⅱ （最新ゾーン） ：単ニコルで褐灰色，直交ニコ
ルで灰～暗灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物
を含む細粒物からなる。径2mm以下の岩片や
鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片は亜
角～亜円形，鉱物片は角～亜角形である。基
質中や割れ目に粘土鉱物が生成している。

Ⅲ ：単ニコルで褐灰～灰色，直交ニコルで灰～
暗灰色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩から
なる。径16mm以下の岩片や鉱物片が細粒な
基質中に含まれる。岩片，鉱物片は角～亜円
形である。一部の基質中に粘土鉱物が生成し
ている。

○薄片②で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，色調や礫径などから，上盤側よりⅠ～Ⅲに分帯した。

○そのうち，最も細粒化している分帯Ⅱを最新ゾーンとして抽出した。

○最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は全体的に不明瞭だが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。

○最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に，面2（紫矢印）が認められる。面2は全体的に不明瞭だが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。

○最新ゾーン中に認められるY面は面1，面2のみであり，面1，面2は同程度の直線性・連続性を有することから，面1を最新面1，面2を最新面2とし，
それぞれについて変質鉱物との関係を確認する。

薄片②写真（E-8.50’’’ _131R）

Ⅱ（最新ゾーン）（単ニコル） （直交ニコル）
上

下
盤

下 下

上
盤

上

10mm

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

第1049回審査会合 資料1
P.291 一部修正
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S-4_ E-8.50’’’孔② 【解釈線あり】

薄片②写真（E-8.50’’’ _131R）
：延長位置

Ⅱ（最新ゾーン）（単ニコル） （直交ニコル）

上

下
盤

下 下

上
盤

上

10mm

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

第1049回審査会合 資料1
P.292 一部修正
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・最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1（緑矢印）が認められる。面1は全体的に不明瞭だが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。

・最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界に，面2（紫矢印）が認められる。面2は全体的に不明瞭だが，最新ゾーンの中では比較的連続性がよい面である。



Ⅱ（最新ゾーン）（単ニコル） （直交ニコル）

上

下
盤

下 下

上
盤

上

10mm

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ
面1（最新面1） 面2（最新面2）

Ⅲ

S-4 E-8.50’’’孔② －変質鉱物の分布（薄片観察） －

○薄片②で実施した薄片観察やEPMA分析（マッピング）における化学組成の観点での観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーンやその周辺に分布している。

○この粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係を確認する。

薄片②写真（E-8.50’’’ _131R）
：延長位置

次頁範囲Ａ

補足資料5.6-2(1)-2 
P.5.6-2-28 範囲Ｂ

第1049回審査会合 資料1
P.293 再掲
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（直交ニコル）

下
盤

下

上
Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ 最新面1 最新面2 Ⅲ

上
盤

10mm

S-4 E-8.50’’’孔② －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ）－

下

下
盤

上
盤

範囲Ａ

（単ニコル）

（直交ニコル）

範囲Ａ写真1mm

下
盤

下

範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

凡例

上
盤

下
盤

上
盤

最新面1Ⅰ
Ⅱ（最新ゾーン） 上

○薄片②の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1，2を横断して分布し，最新面1，2が不連続になっており，不連
続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面1，2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていな
いことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

薄片②写真（E-8.50’’’ _131R）

Ⅲ最新面2

：延長位置

最新面1Ⅰ
Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ最新面2

最新面1Ⅰ
Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ最新面2

上

第1049回審査会合 資料1
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最新面1Ⅰ
Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ最新面2

下
盤

上
盤

詳細観察範囲写真

（直交ニコル）（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上
範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

凡例

最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

0.1mm

【詳細観察（範囲A，最新面1）】

：延長位置

S-4_ E-8.50’’’孔②

下
1mm

上

Ⅲ最新面2

下

上

最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ Ⅲ最新面2

詳細観察範囲

第1049回審査会合 資料1
P.295 一部修正
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注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・薄片②の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，
粘土鉱物（I/S混合層）が最新面1を横断して分
布し，最新面1が不連続になっており，不連続箇
所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認め
られない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面1が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていない
ことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの
影響を受けていないと判断した。



最新面1 最新ゾーン

5.6-2-25

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

1mm

最新面1 最新ゾーン

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-5-6 一部修正

：延長位置

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

S-4_ E-8.50’’’孔② 【ステージ回転写真（範囲A，最新面1）】

・薄片②の範囲A（最新面1）において，ス
テージを回転させて詳細に観察した結果，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形や注入の痕跡は認められない。



最新面1Ⅰ
Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ最新面2

下
盤

上
盤

下
1mm

上

詳細観察範囲

詳細観察範囲写真

（直交ニコル）（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

上
範囲Aスケッチ

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面1，2

凡例

最新面1
Ⅱ

（最新ゾーン）Ⅰ

0.1mm

【詳細観察（範囲A，最新面2）】

下

：延長位置

上

S-4_ E-8.50’’’孔②

Ⅲ最新面2 最新面1
Ⅱ

（最新ゾーン）Ⅰ Ⅲ最新面2

第1049回審査会合 資料1
P.297 一部修正

5.6-2-26

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

・薄片②の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，
粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を横断して分
布し，最新面2が不連続になっており，不連続箇
所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認め
られない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降
の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や
粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に
認定できる最新面2が不連続になる箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていない
ことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの
影響を受けていないと判断した。



最新ゾーン最新面2最新ゾーン

5.6-2-27

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

1mm

：延長位置

最新面2

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

S-4_ E-8.50’’’孔② 【ステージ回転写真（範囲A，最新面2）】

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-5-7 一部修正

・薄片②の範囲A（最新面2）において，ス
テージを回転させて詳細に観察した結果，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形や注入の痕跡は認められない。



S-4 E-8.50’’’孔② －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ｂ）－

スケッチ

下
盤

（直交ニコル）（単ニコル）

詳細観察範囲写真
下

上
盤

下

0.1mm

上
盤

薄片②写真（E-8.50’’’ _131R）

（直交ニコル）

下
盤

範囲Ｂ

上
盤

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ最新面2

上 上

：延長位置

○薄片②の範囲Ｂにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を横断して分布し，最新面2が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められ
ない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影
響を受けていないと判断できる。

下

上Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ 最新面1 最新面2 Ⅲ

10mm

範囲Ｂ

（直交ニコル）（単ニコル）

範囲Ｂ写真 下

下
盤

上
盤

上

詳細観察範囲

下

最新面1
Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ最新面2

上

最新面1
Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅰ Ⅲ最新面2

1mm

Ⅲ最新面2

下

Ⅱ（最新ゾーン） Ⅲ最新面2

上

第1049回審査会合 資料1
P.299 一部修正

5.6-2-28
・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕
跡や，薄片作成時等の乱れの影響は認められない。

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

Ⅱ（最新ゾーン）



最新面2最新ゾーン最新面2最新ゾーン

5.6-2-29

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

1mm 注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

S-4_ E-8.50’’’孔② 【ステージ回転写真（範囲B）】

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-5-8 一部修正

・薄片②の範囲Bにおいて，ステージを回転
させて詳細に観察した結果，不連続箇所の
粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入
の痕跡は認められない。



余白



補足資料５．７－１

鉱物脈法に関する調査結果（S-5）

5.7-1-1



（1） 薄片観察

5.7-1-2



5.7-1-3

（1）-1 R-8.1-1-2孔



○最新ゾーンから離れたその他の面として分帯Ⅳと分帯Ⅴとの境界面が認められるが，この面の周辺は最新ゾーンに比べて細粒
化が進んでおらず，面は湾曲し凹凸を伴い，直線性・連続性に乏しいことから，最新面ではないと判断した。

薄片①写真（解釈線あり）

：延長位置

ブロック写真

1cm

上
盤下

盤

上

下

主せん断面

薄片作成箇所

その他の面Ⅱ（最新ゾーン）
（単ニコル） （直交ニコル）

上

上
盤

下

Ⅰ

最新面

ⅣⅢ

下
盤

下

上

Ⅰ

10mm

その他の面

ⅣⅢ
Ⅱ（最新ゾーン）最新面

第1049回審査会合 資料1
P.324 再掲

5.7-1-4

S-5 R-8.1-1-2孔 －その他の面の詳細観察－



その他の面Ⅱ（最新ゾーン）

上

上
盤

下

Ⅰ

最新面

ⅣⅢ

10mm

（単ニコル）

（直交ニコル）（単ニコル）

（直交ニコル）（単ニコル）

（直交ニコル）（単ニコル）

【その他の面】S-5_R-8.1-1-2孔

ⅤⅣ
その他の面

ⅤⅣ
その他の面

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

1mm

1mm

上
盤

下
盤

1mm

その他の面
ⅤⅣ

凹凸する
細粒化が進んでいない

面が連続しない

薄片①写真（解釈線あり）

・最新ゾーンから離れたその他の面として分
帯Ⅳと分帯Ⅴとの境界面が認められるが，
この面の周辺は最新ゾーンに比べて細粒
化が進んでおらず，面は湾曲し凹凸を伴い，
直線性・連続性に乏しいことから，最新面
ではないと判断した。

：延長位置

ⅤⅣ
その他の面

ⅤⅣ
その他の面

その他の面
ⅤⅣ

下
盤

湾曲する

凹凸する

第1049回審査会合 資料1
P.325 再掲

5.7-1-5



EPMA分析（マッピング）範囲写真

○EPMA用薄片でEPMA分析（マッピング）を実施した結果，EPMA分析（定量）で認められたI/S混合層が最新ゾーンやその周辺に
分布していることを確認した。

下
盤

（直交ニコル）

上
盤

下

上

SiO2 Al2O3

CaO Na2O K2OMgO

FeO

：EPMA分析（定量）実施箇所

最新面 Ⅱ（最新ゾーン）
ⅢⅠ

1mm

第1049回審査会合 資料1
P.328 再掲

5.7-1-6

S-5 R-8.1-1-2孔 －変質鉱物の分布（EPMA分析（マッピング））－



S-5 R-8.1-1-2孔 －ステージ回転写真（範囲A-1）－

5.7-1-7

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

0.1mm

最新ゾーン最新面

：延長位置

最新ゾーン最新面

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-6-4 一部修正

○範囲A-1において，ステージを回転させて詳細に観察した結果，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入の痕跡は認められない。



S-5 R-8.1-1-2孔 －ステージ回転写真（範囲A-2）－

5.7-1-8

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

0.1mm

：延長位置

最新ゾーン最新面最新ゾーン最新面

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-6-5 一部修正

○範囲A-2において，ステージを回転させて詳細に観察した結果，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入の痕跡は認められない。



補足資料５．８－１

鉱物脈法に関する調査結果（S-7）

5.8-1-1



（1） 薄片観察

5.8-1-2



5.8-1-3

（1）-1 H-5.7’孔



5.8-1-4

（1）-1-1 H-5.7’孔 薄片①



6
8

107

4
9

11
3

上
盤

下

上

：EPMA分析（定量）実施箇所

最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）

下
盤

0.5mm

最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）

SiO2 Al2O3

K2ONa2O

Ⅰ Ⅰ 最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ 最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ最新面1 Ⅱ（最新ゾーン）Ⅰ

EPMA分析（マッピング）範囲写真 SiO2 Al2O3

CaO Na2O K2OMgO

FeO

○EPMA用薄片でEPMA分析（マッピング）を実施した結果，EPMA分析（定量）で認められたI/S混合層が最新ゾーンやその周辺に
分布していることを確認した。

（直交ニコル）

第1049回審査会合 資料1
P.369 再掲

5.8-1-5

S-7 H-5.7’孔① －変質鉱物の分布（EPMA分析（マッピング）） －



S-7 H-5.7’孔① －ステージ回転写真（範囲Ａ）－

5.8-1-6

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

1mm

最新ゾーン最新面1 最新ゾーン最新面1

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-7-6 一部修正

○薄片①の範囲Aにおいて，ステージを回転させて詳細に観察した結果，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入の痕跡は認められない。



薄片①写真
（H-5.7’_20R）

（単ニコル）

範囲Ｂ

10mm

上
盤

下
盤

下

上

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

（直交ニコル）

（単ニコル）

凡例

上

範囲Ｂ写真

最新面2

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

上

下

下
盤

上
盤

0.1mm

ⅢⅡ（最新ゾーン）

下

ⅢⅡ（最新ゾーン）

ⅢⅡ（最新ゾーン）

最新面2

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面2

範囲Bスケッチ

最新面1
最新面2

S-7 H-5.7’孔① －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ｂ） －

最新面2

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

○薄片①の範囲Bにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2付近に分布し，最新面2が不連続になっており，不連続箇所の粘
土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○ただし，第1回現地調査（2021.11.18,19）における「断層の最新面が不明瞭になっているものもあり，鉱物脈が明瞭に横断しているようには見えな
い箇所がある」との指摘を踏まえ，範囲Bの再観察を行った結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を明瞭に横断していないと判断した。

第1049回審査会合 資料1
P.374 一部修正

5.8-1-7



5.8-1-8

0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

0.1mm

最新ゾーン 最新面2 最新ゾーン 最新面2

【ステージ回転写真（範囲Ｂ）】S-7_H-5.7’孔①

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-7-7 一部修正

・薄片①の範囲Bにおいて，ステージを回転させて詳細に観察した結果，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。



5.8-1-9

（1）-1-2 H-5.7’孔 薄片②



（単ニコル）

上

上
盤

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

下10mm

最新面1 最新面2

範囲Ａ

下
盤

S-7 H-5.7’孔② －最新面とI/S混合層との関係（範囲Ａ） －

（直交ニコル）

（単ニコル） 上

薄片②写真
（H-5.7’_20R）

範囲Ａ写真

最新面2

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

下
盤

上
盤

0.1mm

範囲Aスケッチ

ⅢⅡ（最新ゾーン）

下

○薄片②の範囲Ａにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を横断して分布し，最新面2が不連続になっており，不連続箇所
の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。

○なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

○さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないこ
とから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
（せん断面や引きずりなど）は認められない。

最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

上最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面2

第1049回審査会合 資料1
P.379 一部修正

5.8-1-10



変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面2

凡例

下

下
盤

上
盤

0.1mm

上最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

詳細観察範囲

範囲Aスケッチ

【詳細観察（範囲Ａ）】S-7_H-5.7’孔②

第1049回審査会合 資料1
P.380 一部修正

5.8-1-11

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や
引きずりなど）は認められない。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片
作成時等の乱れの影響は認められない。

上
盤

ⅢⅡ（最新ゾーン）

（単ニコル）

詳細観察範囲写真

拡大スケッチ

下
盤

上
盤

（直交ニコル）

上最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

下0.1mm

・最新ゾーンと同様の粘土鉱物（I/S混合
層）が脈状に分布している。

下
盤

上最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

下

上最新面2

下0.1mm

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面や引きずりなど）は認められない。
・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄片作成時等の乱れの影響は認めら
れない。

・薄片②の範囲Aにおいて詳細に観察した結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面2を横断して分布し，最新面2が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。

・なお，不連続箇所においてI/S混合層生成以降の注入現象の有無を確認した結果，弓状構造や粒子の配列などの注入の痕跡は認められない。

・さらに，薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最新面2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与えていないことから，不連続箇所は薄片作成
時等の乱れの影響を受けていないと判断した。
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0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

0.1mm

最新ゾーン 最新面2 最新ゾーン 最新面2

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

【ステージ回転写真（範囲Ａ）】

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-7-8 一部修正

S-7_H-5.7’孔②

・薄片②の範囲Aにおいて，ステージを回転
させて詳細に観察した結果，不連続箇所の
粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入
の痕跡は認められない。
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0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

0.1mm

最新ゾーン 最新面2 最新ゾーン 最新面2

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-7-9 一部修正

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

S-7 H-5.7’孔② －ステージ回転写真（範囲B-1） －

○薄片②の範囲B-1において，ステージを回転させて詳細に観察した結果，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入の痕跡は認められない。
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0°回転

左15°回転

左30°回転

左45°回転

左60°回転

左75°回転

左90°回転

0.1mm

最新ゾーン 最新面2 最新ゾーン 最新面2

第1049回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-7-10 一部修正

注入現象の事例
（関西電力株式会社，2016）

S-7 H-5.7’孔② －ステージ回転写真（範囲B-2） －

○薄片②の範囲B-2において，ステージを回転させて詳細に観察した結果，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形や注入の痕跡は認められない。



○薄片作成時等に生じた空隙（スケッチ白色部）は，明確に認定できる最新面2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）の構造に影響を与
えていないことから，不連続箇所は薄片作成時等の乱れの影響を受けていないと判断した。

（単ニコル）

上

上
盤

Ⅰ

Ⅱ（最新ゾーン）

Ⅲ

下10mm

最新面1 最新面2

範囲Ｂ

下
盤

（直交ニコル）

（単ニコル） 上

薄片②写真
（H-5.7’_20R）

範囲Ｂ写真

最新面2

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下

下
盤

上
盤

範囲Bスケッチ

ⅢⅡ（最新ゾーン）

下

薄片作成時等に生じた空隙は，明確に認定できる最
新面2が不連続になる箇所の粘土鉱物（I/S混合層）
の構造に影響を与えていない

0.1mm

最新面2
ⅢⅡ（最新ゾーン）

上
最新面2

ⅢⅡ（最新ゾーン）

薄片作成時等に生じた空隙

凡例

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面2

第1049回審査会合 資料1
P.387 再掲
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S-7 H-5.7’孔② －乱れに関する検討（範囲B） －
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（1）-2 H-5.4-1E孔



下
盤

上
盤

下

上最新面
Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

0.1mm

（単ニコル）

S-7 H-5.4-1E孔 －評価結果－

凡例

調査位置図

２号機 １号機

XRD分析箇所
H-5.5-2孔（深度19.33m）

薄片作成，EPMA分析箇所
H-5.4-1E孔（深度24.16m）

XRD分析箇所
H-5.64-2孔（深度9.53m）

上最新面

下
盤

上
盤

Ⅰ Ⅱ（最新ゾーン）

1mm 下

：延長位置

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

変質部（I/S混合層）

主要な岩片等を除く基質部

最新面

薄片①範囲Aスケッチ

○以上のことを踏まえると，S-7の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-7に後期更新世以降の活動は認められない。

第1049回審査会合 資料1
P.350 一部修正

詳細観察範囲写真

5.8-1-17

・不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形（せん断面
や引きずりなど）は認められない（補足資料5.8-1(1)-2 P.5.8-
1-26，27）。

・不連続箇所には， I/S混合層生成以降の注入の痕跡や，薄
片作成時等の乱れの影響は認められない（補足資料5.8-
1(1)-2 P.5.8-1-26，27）。

【最新面の認定】
○H-5.4-1E孔の深度24.15m付近で認められるS-7において，巨視的観察及び微視的観察を実施し，最新ゾーンの上盤側の境界に最新面を認定

した（補足資料5.8-1(1)-2 P.5.8-1-18～21）。

【鉱物の同定】
○微視的観察により確認した粘土鉱物は，EPMA分析（定量）による化学組成の検討結果及びXRD分析（粘土分濃集）による結晶構造判定結果

から，I/S混合層であると判断した（補足資料5.8-1(1)-2 P.5.8-1-22，23）。

【変質鉱物の分布と最新面との関係】
○EPMA分析（マッピング）や薄片観察により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーン及びその

周辺に分布している（補足資料5.8-1(1)-2 P.5.8-1-24，25）。

○薄片①の範囲Aにおいて，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない（補足資料5.8-1(1)-2 P.5.8-1-26～28）。



S-7 H-5.4-1E孔 －最新面の認定（巨視的観察）－

○H-5.4-1E孔の深度24.15m付近で認められるS-7において，巨視的観察（ボーリングコア観察，CT画像観察）を実施し，細粒化が
進んでおり，最も直線性・連続性がよい断層面を主せん断面として抽出した。

○隣接孔（H-5.5-1孔）の主せん断面における条線観察の結果，78°R，53°Rの2つの条線方向が確認されたことから，H-5.4-1E
孔において，最も明瞭な78°Rの条線方向で薄片を作成した（ブロック写真）。

調査位置図

２号機 １号機

条線観察箇所
H-5.5-1孔（深度20.90m）

・条線観察結果については補足資料5.3-3(2)-5

ボーリングコア写真（H-5.4-1E孔）

（深度）

CT画像（H-5.4-1E孔）
ブロック写真

粘土状破砕部

1cm

上 下

上 下

薄片作成箇所※上

上
盤

※図示した箇所で薄片①を作成し，そこ
から1mm程度削り込んだ位置で
EPMA用薄片を作成した

24.0 24.1 24.2 24.3
（m）

24.4 24.5

主せん断面走向傾斜：N24°W/54°SW

主せん断面

下
盤

下

固結した破砕部

主せん断面

右ブロック採取箇所

右ブロック採取箇所

薄片作成箇所
H-5.4-1E孔（深度24.16m）

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
P.351 再掲
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S-7 H-5.4-1E孔 －最新面の認定（微視的観察）－

薄片①写真（H-5.4-1E_78R）

（単ニコル） （直交ニコル）
上

上
盤

下10mm

下
盤

下

上

Ⅰ ⅢⅡ（最新ゾーン）
面1（最新面）

○薄片①で実施した微視的観察（薄片観察）の結果，色調や礫径などから，上盤側よりⅠ～Ⅲに分帯した。

○そのうち，最も細粒化している分帯Ⅱを最新ゾーンとして抽出した。

○最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1が認められる。面1は一部で不連続だが，最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

○最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界は，不明瞭で漸移的であり，せん断面は認められない※。

○最新ゾーン中に認められるY面は面1のみであることから，面1を最新面と認定し，変質鉱物との関係を確認する。

Ⅰ：単ニコルで暗褐灰色，直交ニコルで灰～暗灰色の干渉色を呈する凝灰岩からなる。径3mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は角～亜角形である。一部の割れ
目に粘土鉱物が生成している。

Ⅱ（最新ゾーン）：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～暗灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径2mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片は亜角～亜
円形，鉱物片は角～亜角形である。基質中や割れ目，岩片の縁辺部に粘土鉱物が生成している。

Ⅲ：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで灰～暗灰色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩からなる。径7mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれており，径12mm以上の岩片も含まれる。岩片，
鉱物片は角～亜角形である。

【解釈線なし】
分帯とコア観察における破砕部区分との対応
・分帯Ⅱ（最新ゾーン）・・・粘土状破砕部
・分帯Ⅰ ・・・固結した破砕部

Ⅰ ⅢⅡ（最新ゾーン）
面1（最新面）

※最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界についての詳細は次々頁

第1049回審査会合 資料1
P.352 一部修正
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不連続となる

【解釈線あり】

薄片①写真（H-5.4-1E_78R）

（単ニコル） （直交ニコル）
上

上
盤

下10mm

下
盤

下

上

Ⅰ ⅢⅡ（最新ゾーン）
面1（最新面）

Ⅰ ⅢⅡ（最新ゾーン）
面1（最新面）

S-7_H-5.4-1E孔

第1049回審査会合 資料1
P.353 一部修正

・最新ゾーンと分帯Ⅰとの境界に，面1が認められる。面1は一部で不連続だが，最新ゾーンの中では比較的直線性・連続性がよい面である。

・最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界は，不明瞭で漸移的であり，せん断面は認められない。



（直交ニコル）

10mm

下
盤

下

上

Ⅰ ⅢⅡ（最新ゾーン）
最新面

上
盤

薄片①写真（H-5.4-1E_78R）

○微視的観察（薄片観察）の結果，最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界は不明瞭で漸移的であり，せん断面は認められない。

下
盤

ⅢⅡ（最新ゾーン）

（単ニコル）

（直交ニコル）

1mm

上
盤

不明瞭で漸移的であり，
せん断面は認められない

ⅢⅡ（最新ゾーン）

S-7 H-5.4-1E孔 －最新ゾーンと分帯Ⅲとの境界－
第1049回審査会合 資料1

P.354 再掲
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Δ2θ1

Δ
2
θ

2

Δ2θ1

Δ
2
θ

2

グラフ中の数字が
イライト混合率を表している

イライト

スメクタイト

標準的なスメクタイト
Nakata et al.(2019)

敷地の粘土鉱物

4 5

6
7

S-7（H-5.5-2孔，
H-5.64-2孔）

○最新ゾーン付近でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物としてスメクタイトが認められる。

○スメクタイトについて詳細な結晶構造判定を行うために，同一断層の別孔（H-5.5-2孔，H-5.64-2孔）の破砕部においてXRD分析
（粘土分濃集）を実施した結果，I/S混合層と判定した。

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1981）に一部加筆）

I/S混合層の構造判定図（渡辺（1986）に一部加筆）

・S-7試料の詳細検討結果は
補足資料5.3-2（2）P.5.3-2-38，39

S-7 H-5.4-1E孔 －鉱物の同定（XRD分析） －

XRD分析試料採取位置（H-5.4-1E孔_24.16m付近）

薄片作成箇所

回折チャート（不定方位）_H-5.4-1E孔

Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱

・回折チャート（定方位，EG処理）については，
補足資料5.3-3(1) P.5.3-3-31

1cm

採取位置

主せん断面

第1049回審査会合 資料1
P.355 再掲
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調査位置図

２号機 １号機

上
盤

（直交ニコル）

EPMA用薄片※写真

（直交ニコル）

EPMA分析（マッピング）範囲写真

Ⅱ（最新ゾーン）

下
盤

最新面
（単ニコル）

Ⅰ

下

Ⅰ Ⅲ

上

Ⅱ（最新ゾーン）最新面1

※薄片①を作成した箇所から1mm程度
削り込んだ位置で作成した

（単ニコル）

下

上

10mm

下
盤

上
盤

下

上

下

上

EPMA分析
（マッピング）

範囲

分析値（S-7_H-5.4-1E孔）
分析番号位置は右図

その他の分析値（敷地の粘土鉱物）

・詳細は補足資料5.3-2（3）P.5.3-2-79

２八面体型雲母粘土鉱物及び関連鉱物の化学組成
（Srodon et al. (1984)に一部加筆）

S-7 H-5.4-1E孔 －鉱物の同定（EPMA分析（定量）） －

○EPMA用薄片で実施したEPMA分析（定量）による化学組成の検討結果から，最新ゾーンやその周辺に分布する粘土鉱物はI/S
混合層であると判断した。

薄片作成，EPMA分析※箇所
H-5.4-1E孔（深度24.16m）

Ⅰ ⅢⅡ（最新ゾーン）最新面1

10mm

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面

ⅠⅢ Ⅲ

1

4

5
2

3
1

4

5
2

3

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

第1049回審査会合 資料1
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下
盤

下

上

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面

Ⅰ Ⅲ

10mm

上
盤

：EPMA分析（定量）実施箇所

SiO2 Al2O3

K2ONa2O

S-7 H-5.4-1E孔 －変質鉱物の分布（EPMA分析（マッピング）） －

EPMA分析（マッピング）範囲写真 SiO2 Al2O3

CaO Na2O K2OMgO

FeO

○EPMA用薄片でEPMA分析（マッピング）を実施した結果，EPMA分析（定量）で認められたI/S混合層が最新ゾーンやその周辺に
分布していることを確認した。

（直交ニコル）

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面

Ⅰ Ⅲ Ⅱ（最新ゾーン）
最新面

Ⅰ Ⅲ Ⅱ（最新ゾーン）
最新面

Ⅰ Ⅲ

Ⅱ（最新ゾーン）
最新面

Ⅰ Ⅲ Ⅱ（最新ゾーン）
最新面

Ⅰ Ⅲ Ⅱ（最新ゾーン）
最新面

Ⅰ Ⅲ Ⅱ（最新ゾーン）
最新面

Ⅰ Ⅲ

第1049回審査会合 資料1
P.357 再掲
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S-7 H-5.4-1E孔 －変質鉱物の分布（薄片観察） －

○薄片①で実施した薄片観察や，EPMA用薄片で実施したEPMA分析（マッピング）における化学組成の観点での観察により，粘土
鉱物（I/S混合層）の分布範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）は最新ゾーンやその周辺に分布している。

○この粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係を確認する。

薄片①写真（H-5.4-1E_78R）

（単ニコル） （直交ニコル）
上

上
盤

下10mm

下
盤

下

上

Ⅰ ⅢⅡ（最新ゾーン）
最新面

Ⅰ ⅢⅡ（最新ゾーン）
最新面

次頁
範囲Ａ

第1049回審査会合 資料1
P.358 再掲
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